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皇
學
館
大
学
で
は
令
和
２

年
度
に
初
め
て
卒
業
後
５
年

目
の
卒
業
生
と
過
去
４
年
間

に
２
名
以
上
卒
業
生
を
採
用

く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
▼
こ
れ
に
よ
る
と
、
卒
業

生
、企
業
い
ず
れ
か
ら
も
、人

間
関
係
を
構
築
す
る
能
力
や

他
の
人
と
協
力
し
て
物
事
を

遂
行
す
る
能
力（
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
）、
世
代
の
異
な
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
が
「
身
に
付
け
て
お
い

て
ほ
し
い
力
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
▼
こ
う
し
た
力
は
、

知
識
・
技
能
と
は
異
な
り
、具

体
的
な
経
験
に
よ
っ
て
身
に

付
け
る
価
値
観
や
資
質
と
関

係
し
て
い
る
。
学
生
時
代
の

多
様
な
経
験
が
求
め
ら
れ
る

の
も
そ
こ
に
あ
る
▼
ま
た
、

一
般
教
養
と
い
う
伝
統
的
な

項
目
も
必
要
性
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
た
▼
一
般
教
養

と
聞
い
て
、
み
ん
な
悩
ん
で

大
き
く
な
っ
た
、
と
い
う
野

坂
昭
如
さ
ん
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
に
登
場
す
る

ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
と

い
っ
た
哲
学
者
を
思
い
起
こ

す
話
は
過
去
の
話
で
、
今
は

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

で
あ
る
▼
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
ネ
ッ
ト
頼
み
に
せ
ず
、
い

か
に
し
て
、
信
頼
で
き
る
情

報
を
得
、組
合
せ
、批
判
的
に

考
え
る
か
が
、
今
の
一
般
教

養
の
姿
な
の
だ
。し
か
し
、こ

れ
を
実
際
に
運
用
せ
し
め
る

の
は
ま
こ
と
に
む
ず
か
し
い
。

　
橘
は

　

花
に
も
実
に
も

　
　
　

見
つ
れ
ど
も

い
や
時
じ
く
に

　

な
ほ
し
見
が
欲ほ

し

大
伴
家
持

令
和
３
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式

期
待
胸
に
７
３
５
名
が
入
学

　

午
前
10
時
に
各
教
室
・
会
場
で

始
ま
っ
た
入
学
式
は
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
の
消
毒
、
換
気
、
間
隔
を

あ
け
て
の
着
席
な
ど
徹
底
し
た
対

策
の
も
と
執
り
行
わ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
、
会
場
で
は

　令和 ３ 年度 学部入試状況
現日は ₄ 年連続総志願者増

　令和 3年度入試は私立大において全国的に志願者
が減少（昨年比86.8％）する中、本学でも総志願者数は
前年度比85.4％となった。そのような状況下でも国
史学科や現代日本社会学部は前年度を超える志願者
を集め、特に現代日本社会学部は前年度比119.6％と
4年連続で総志願者の増加を達成し、学部設置11年
目を迎え、更なる躍進が期待される結果となった。

　

名倉芳美さん（教育 令和 2年度卒）が
「言の葉大賞®」で最優秀賞!

2 度目の学校賞受賞ほか、玉村早紀恵さん（教育 令和 2 年度卒）、 
瀧口陽菜さん（教育4）、山川理菜さん（教育4）も入賞

　
花
曇
り
と
な
っ
た
４
月
２
日
、
令
和
３
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、大
学
院
13
名
、神
道
学
専
攻
科
12
名
、学
部
生
７
０
８

名
、
編
入
学
生
２
名
の
計
７
３
５
名
が
入
学
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
昨
年
度
に
続
き
式
典
、

神
宮
参
拝
は
取
り
止
め
と
な
り
、
各
学
科
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
た
。

国
歌
清
聴
、
令
旨
奉
読
、
学
部
長

ま
た
は
学
科
主
任
か
ら
の
祝
辞
、

教
員
紹
介
が
行
わ
れ
、
新
入
生
た

ち
は
新
た
に
始
ま
る
学
生
生
活
に

向
け
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

石
原
草
太
さ
ん（
神
道
）は

「
神
宮
に
近
く
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
神
職
を
め
ざ
し
て

一
か
ら
学
び
た
い
。
書
道
や
雅
楽

に
興
味
が
あ
り
、
部
活
も
頑
張
り

た
い
」
と
希
望
を
語
っ
た
。
教
員

志
望
の
鞘
脇
直
也
さ
ん（
教
育
）は

高
い
教
員
採
用
実
績
や
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
体
制
に
惹
か
れ
て
入
学
を

決
め
た
と
言
い
、「
交
友
関
係
が
広

が
る
の
が
楽
し
み
。
一
人
暮
ら
し

や
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
経
験
を

通
し
自
立
し
た
生
活
を
送
り
た

い
」
と
話
し
た
。
田
邊
恒
輝
さ
ん

（
現
日
）
は
「
何
事
も
自
主
的
に
や

れ
る
の
が
大
学
の
い
い
と
こ
ろ
。

学
業
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ

せ
、
公
務
員
に
な
る
夢
を
叶
え
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
桜
も
新
年
度

の
始
ま
り
を
祝
う
か
の
よ
う
に
満

開
と
な
り
、
式
後
は
設
置
さ
れ
た

写
真
ス
ポ
ッ
ト
で
楽
し
そ
う
に
記

念
撮
影
す
る
新
入
生
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
な
お
、
一
部
役
員
と
新
任

教
職
員
は
神
宮
を
参
拝
し
、
無
事

に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
と

感
謝
を
大
御
神
に
ご
奉
告
し
た
。

　教育学部の中條敦仁教授が担当する国
語教育学ゼミでは「ことばを介して楽し
くつながる」をコンセプトに活動してい
る。その一環として投稿してきた第11回
「言の葉大賞®」（テーマは「壁」）で名倉芳美
さんの作品「隣人」が応募総数 ２万８５２８
点の中から見事最優秀賞を受賞。 ２度目

となる学校賞に加え、玉村早紀恵さん、
瀧口陽菜さん、山川理菜さんも入賞する
快挙を成し遂げた。
　名倉さんは「賞を取りたいねとみんな
で話してはいたが、まさか」と驚いた様
子。これまで文章を綴る機会はほとんど
なく読書感想文も苦手だったと言い、「こ

のゼミに入ってから書く楽し
さを知った。 ４月から小学校
教員として教える立場になる。
子どもたちに言葉の大切さ、
文章を書く喜びを伝えられた
ら」と話した。中條教授は
「〝ことば〟 は人と人とをつな

ぐ媒体。平成29年告示の学習指導要領で
は言語活動のさらなる充実が、社会では
コミュニケーション力の向上が求められ、
〝ことば〟はますます重視されていくでし
ょう。今回の受賞はゼミ活動が認められ
たともいえ、これからも自信を持って〝こ
とば〟 にこだわっていきた
い」と語った。名倉さんの
作品はこちらから閲覧でき
る。

■注目記事
　� ２面
令和 ２年度学位記・修了証書授与式
を挙行
地域連携� ３面
新任教職員紹介
グローバル� ４面
海外協定校と�
オンライン語学研修を実施
高中トピックス� ５面
高中で卒業式・入学式を挙行
　� ６面
令和 ２年度教学振興会寄付者芳名
インフォメーション� ７面
人事異動
シリーズ「皇學館ライブラリー」
　� ８面
卒業生随想
K−らいふ（全学一体第１６７号）
退任によせて
学長×学生座談会「〜コロナ禍の一年を振り
返って〜 コロナで得た学びと気づき」

歌
ご
よ
み

左から石原さん、鞘脇さん、田邊さん

言の葉大賞®�毎年テーマに沿った８００字の作文を募集するコンクール。「読む」「書く」「聴く」
「考える」「伝える」を学ぶことで思考力や表現力を養いコミュニケーション能力の向上を目指す。

学部・学科 募集人員 志願者数 合格者数 競争率

神道学科 60 ２０９ １２６ １.７
国文学科 80 ２８４ ２０７ １.４
国史学科 80 ３３２ １９４ １.７
コミュニケーション学科 80 ３１８ ２２８ １.４
文 学 部 ３００ １,１４３ ７５５ １.５
教 育 学 部 ２００ ７０７ ３８９ １.８
現代日本社会学部 １２０ ４６９ ２２６ ２.１
大 学 計 ６２０ ２,３１９ １,３７０ １.７

万
全
の
感
染
対
策
が
と
ら
れ
る
中
、学
科
別
に
会
場
を
分
け
入
学
式
を
執
り
行
っ
た
。

写
真（
上
）は
教
育
学
科（
記
念
講
堂
）、
写
真（
下
）は
国
史
学
科（
４
３
１
教
室
）

左から山川さん、河野学長、玉村さん、瀧口さん

喜びの表情を
見せる名倉さん

応募総数2万8528点

詳
し
い
入
試
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら�
▼

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

皇
學
館

学
園
報

皇
學
館

学
園
報

皇 學 館 学 園 報（全学一体 第167号 合併号）（  ）　第87号� 令和 3年 5月28日9

第87号
令和3年5月

　

1

　
発行・編集�学校法人皇學館企画部

TEL0596−22−6496・8600

大 学
大学院
専攻科

文学部　教育学部
現代日本社会学部

〒516−8555�三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL0596−22−0201㈹　FAX0596−27−1704

高等学校・中学校
三重県伊勢市楠部町138
［高校］〒516−8577　TEL0596−22−0205㈹
［中学］〒516−8588　TEL0596−23−1398㈹



合　計
547名

教員（幼）・保育士
36名
＊2

教員（小中高）
158名
＊1

公務員
38名

福祉
21名

企業・団体
300名

神社
46名

教員（幼）・
保育士
48名

教員
（小・中・高）
113名＊3

公務員
29名＊2

医療・福祉
32名

企業・団体
309名＊1

神社
53名

サービス業・その他 35.3% 109
教育・学習支援業 4.5% 14
金融・保険業 7.8% 24
情報通信業 11.0% 34
建設・製造業 12.0% 37
卸・小売業 29.4% 91

サービス業・
その他
35.3%

教育・学習支援業
4.5% 金融・保険業

7.8%

情報
通信業
11.0%

建設・
製造業
12.0%

卸・小売業
29.4%

分野別
就職者

業界別
就職者
計309名

教員（幼）・
保育士
48名

教員（小・中・高）
113名＊3

公務員 29名＊2

医療・福祉
32名

企業・団体
309名＊1

神社
53名

分野別
就職者

O P B 済 み

　
▔	井上 宏紀（神道）
	【奉職先】南宮大社

❶子どもの頃から近くの神
社に参拝したり、祭りに
参加したことがきっかけ
で神職に興味を持ち、な
りたいと思った。
❷一時期、授業すべてがオンラインとなり、友
人と会うことができなかった。
❸求人情報をまめに確認し、神職養成部のサ
ポートをフルに活用し相談した。
❹コロナ禍の中でも決して諦めず就職活動を
頑張ってほしい。

▔	奥野 将斗（神道）
	【奉職先】神社本庁

❶氏子崇敬者の減少といっ
た神社界を取り巻く諸問
題に取り組みたいと思っ
た。
❷採用試験会場が東京だっ
たため、移動手段や宿泊施設、現地の過ご
し方などに苦労した。
❸事前に現地の情報をテレビやネット等で収
集し、家族や大学と相談して最適解を考え
た。現地ではホテルから一歩も出ず、移動
も夜行バスではなく新幹線を利用した。神
職養成部では過去の採用試験報告書を閲覧
でき、履歴書の書き方を一から教えてくれ
るのでとても助かった。
❹常日頃から情報に敏感になっておくこと。
不明な点や悩み事があれば先生、家族、友
人に相談して解消しておくこと。

▔	黒川 雄太（神道）
	【奉職先】春日大社

❶幼い頃より神社を参拝し、
日常の中で神様の恵みを
感じることがあり、神様
と人々との「ナカトリモチ」
を担う神職を志望した。
❷コロナ禍で、求人票確認等、就職活動全体
に遅れが生じた。
❸対面指導の休止期間中は、主にこれまで参
拝・御奉仕させていただいた神社を見つめ
直し、自分の軸を明確にした。対面指導再
開後は神職養成部に毎週通い、求人票の閲
覧と面談を行った。雅楽が出来ることに対
して面接で良い評価をいただいた。
❹どこにでも当てはまるようなありきたりな
志望動機にしてはいけない。就職活動はす
でに始まっているという意識を持ち、求人
票の閲覧や神職養成部の先生方への相談な
ど早めの行動を心掛けると良い。

▔	成田 采弥佳（神道）
	【奉職先】大阪天満宮

❶日本文化に興味があり、
神道について学ぶ中で神
社に奉職したいと思った
から。
❷コロナの影響で求人の取
り下げ等があった。
❸積極的にインターンシップに行くなど早め
の行動をした。自分を飾らず、積極性を出
したことが奏功したと思う。
❹雅楽が出来ると良いと思う。普段から自分
の意見を相手に伝えられるようにしておく
こと。

就職者ボイス�神職編
コロナ禍の中、
夢を叶えた先輩
たちの声を紹介
します。

❶志望動機 　
❷コロナ禍で苦労したこと
❸克服法や工夫、成功の秘訣
❹後輩へのアドバイス

令
和
２
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
７
０
４
名
が
巣
立
つ

　
令
和
２
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
３
月
18
日
に
挙
行
さ
れ
、
学
部
生

（
文
学
部
・
教
育
学
部
・
現
代
日
本
社
会
学
部
）６
８
２
名
、
大
学
院
生
７
名
、
神
道
学

専
攻
科
生
15
名
の
計
７
０
４
名
が
新
た
な
門
出
を
迎
え
た
。

█「
こ
の
日
を
迎
え
た
喜
び
か
み
し
め
、今
後
の
自
信
に
」

　

令
和
２
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書

授
与
式
は
昨
年
度
と
同
様
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
神
宮
参
拝
、
式
典
、
卒

業
祝
賀
会
は
実
施
せ
ず
、
総
代
へ
の

学
位
記
等
交
付
及
び
各
賞
受
賞
者
の

表
彰
を
記
念
講
堂
に
て
執
り
行
っ
た
。

　

式
辞
の
中
で
河
野
訓
学
長
は
「
大

学
最
後
の
一
年
は
一
方
な
ら
ぬ
苦
労

の
連
続
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」
と
卒
業
生
を
慮
り
、「
あ
ら
た
め

て
今
日
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
喜
び
を
か
み
し
め
、
今
後
の

自
信
と
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
。続

け
て
、「
ど
ん
な
時
代
が
到
来
し
よ
う

と
も
、
本
学
で
学
ん
だ
深
遠
な
学
問

を
培
っ
た
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
が

諸
君
の
一
生
の
基
盤
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
は
な
む
け
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

　

恩
賜
奨
学
賞
を
受
賞
し
た
服
部
萌

さ
ん（
国
史
）は
学
修
を
通
じ
て
皇
室

を
敬
い
、
神
道
の
考
え
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

と
自
身
の
変
化
を
語
り
、「
恩
師
の
言

葉
『
正
直
・
勤
勉
・
謙
虚
』
を
心
に
刻

み
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
日
々

真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
事
に
し

た
い
」
と
話
し
た
。
大
宮
司
賞
に
選

ば
れ
た
松
岡
奈
々
夏
さ
ん（
教
育
）は

中
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
教
職

に
就
く
。「
教
員
を
め
ざ
す
志
の
高
い

仲
間
と
一
緒
に
勉
強
し
た
日
々
が
い

ち
ば
ん
の
思
い
出
」
と
学
生
生
活
を

振
り
返
り
、「
専
門
性
に
満
ち
た
授
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
い
け
た
ら
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。
同
じ
く
大
宮
司
賞
に
輝
い
た

杉
村
真
子
さ
ん（
現
日
）は
住
民
や
地

域
社
会
と
の
結
び
付
き
が
強
か
っ
た

学
部
の
影
響
を
受
け
地
域
福
祉
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
、

「
卒
業
後
は
障
害
者
支
援
の
仕
事
に

携
わ
る
。
福
祉
分
野
で
地
元
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
な
働
き
を
し
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
た
。

　令和 ₂ 年度学部卒業生₆₉₅名（ ₈・₉ 月卒
業生を含む）の就職状況は、就職希望者₅₉₉
名のうち就職決定者は₅₈₄名となり、就職
希望者に対する就職率は₉₇.₅％となった。
※学科別就職率、分野別就職者については別表参照

神社関係
₅₃名が奉職（自家神社含、学部のみ）
　求人神社数107社165名（男子127名、女子
22名、男女問わず16名）に対し、奉職状況は
神道学科が男子41名・女子 9名、国史学
科が男子 1名、女子 2名となった。大学
院・専攻科等の学部以外は男子11名・女
子 3名であった。
教職関係
三重県小学校・合格者占有率は
県内大学で ₉ 年連続トップ
　小・中・高の教員に113名（正規／公立42
名・私立 1名、講師70名）、幼稚園・保育園
へは48名（正規／公立19名・私立29名）が就
職した。三重県小学校については全合格
者230名中、本学は過年度卒業生を含め76
名と合格者占有率は33％を占め、 9年連
続、県内大学でトップを堅持している。
公務員関係
計₂₉名が採用
　国家公務員 4名【国家一般職（文部科学
省）・自衛官（ 3）】、地方公務員25名【四
日市市役所・鈴鹿市役所（ 2）・津市役所
（ 2）・松阪市役所・志摩市役所・熊野市

役所・東近江市役所・安芸市役所、大台町
役場、愛知県市町村立小中学校職員、四日
市市消防本部・東京消防庁・高岡市消防
本部、三重県警（ 4）・大阪府警（ 3）・滋賀
県警・兵庫県警・山口県警】が採用された。
企業関係
企業・団体へは₃₀₉名が決定
　業界別では、卸・小売業29.4％、建設・
製造業12.0％、情報通信業11.0％、金融・
保険業7.8％、教育・学習支援業4.5％、サ
ービス業・その他35.3％となっている。
今年度の就活環境
コロナの影響で採用手法が様変わり
　新型コロナウイルスの影響により、令
和 2年度卒業生の就活では、多くの業界・
企業で採用計画の見直しやスケジュール
の後ろ倒しが余儀なくされた。例年は募
集を終えている時期まで採用活動を継続
する企業も多く、その影響から、令和 3
年度卒（現 4年生）の採用計画がなかなか

立てられなかったケースも見られた。
　また、この 1年で採用手法も大きく様
変わりした。「令和 3年度卒においてWeb
説明会・面接の割合を増やす」と回答した
企業は約27％となっており、オンライン
ツールを活用した就活はより一般的にな
った。採用手法が多様化する中で、本学
においてもWEBによる面談・面接練習・
エントリーシート添削等、可能な支援方
法を確立し、引き続き全面的なサポート
を継続していく。

●◉保護者対象就職講演会・説明会を開催します。
　➡詳細は本紙 ６ 面

令和 2年度学位記・修了証書授与式 受賞者等一覧

総 代

文学研究科国史学専攻博士前期課程 扇 野 耕 多
教育学研究科教育学専攻修士課程 畑  野　  健

神道学専攻科 大 西 祥 平
文学部神道学科 朝 倉 正 樹
文学部国文学科 濵 村 航 貴
文学部国史学科 髙 木 和 真

文学部コミュニケーション学科 齋 藤 伶 華
教育学部教育学科 佐伯 穂乃香

現代日本社会学部現代日本社会学科 吉 川 享 良
恩賜奨学賞 文学部国史学科 服  部　  萌

大 宮 司 賞
文学部神道学科 駒  井　  一
教育学部教育学科 松岡 奈々夏

現代日本社会学部現代日本社会学科 杉 村 真 子
理 事 長 賞 文学部国文学科 木下 絵里加
学 長 賞 文学部コミュニケーション学科 市川 真理子

統 理 賞
神道学専攻科 神 山 英 基
文学部神道学科 丹生谷 悟士

長谷奨学賞
文学部神道学科 田 中 南 帆
文学部国史学科 中 屋 早 貴

社会福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰
現代日本社会学部現代日本社会学科 伊 藤 寧 音

精神保健福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰
現代日本社会学部現代日本社会学科 杉 村 真 子

保育士養成課程の卒業生に対する会長表彰
教育学部教育学科 梅 本 真 佑

杉村真子さん 松岡奈々夏さん 服部萌さん

密を避け執り行われた学位記・修了証書授与式

令和 2年度卒業生 就職状況� Ｒ3.5.１現在

学　科 卒業者
A

就職希望者
B

就職者
C

就職率
C／B

神　道
男   62   54   51   94.4%
女   17   14   13   92.9%
計   79   68   64   94.1%

国　文
男   35   30   30 100.0%
女   50   43   41   95.3%
計   85   73   71   97.3%

国　史
男   62   52   52 100.0%
女   29   26   24   92.3%
計   91   78   76   97.4%

コミュ
男   46   36   36 100.0%
女   40   32   30   93.8%
計   86   68   66   97.1%

教　育
男 104   84   83   98.8%
女 146 130 129   99.2%
計 250 214 212   99.1%

現　日
男   84   80   78   97.5%
女   20   18   17   94.4%
計 104   98   95   96.9%

合 計
男 393 336 330   98.2%
女 302 263 254   96.6%
計 695 599 584   97.5%

就職決定率₉₇.₅％ 令和 2 年度卒業生 就職状況

＊１ うち1名は臨時
＊２ うち6名は臨時
＊３ うち70名は臨時
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新 任 教 職 員 紹 介
この春から新たに加わった教職員の方々を紹介します
❶出身地・経歴等 ❷趣味・特技等 ❸座右の銘 ❹一言メッセージ

皇學館大学
神道学科助教

髙
た か

野
の

 裕
ゆ う

基
き

❶神奈川県◆元國學院大學研究
開発推進機構助教（特別専任）　
❷ギター　❸堅忍不抜　❹微力ながら本学の研
究・教育に貢献できるよう努めてまいります。

神道学科助手

新
に っ

田
た

 惠
け い

三
ぞ う

❶北海道◆皇學館大学文学研究
科神道学専攻博士後期課程中退
❷社寺参詣、資料探訪中の寄り道、リボベジ栽培
❸倦

う

まず弛
たゆ

まず　❹資料との出会いを大切に研
究に取り組んでまいります。

国史学科教授

川
か わ

口
ぐ ち

 雅
ま さ

昭
あ き

❶山口県◆元人間環境大学特任
教授　❷吉田松陰先生の研究
❸断じて行えば鬼神も之を避く
❹心ある正しい日本人育成のため、教師を志す
学生と共に歩みます。よろしくお願いします。

教育学科教授

勢
せ い

力
り き

　稔
みのる

❶三重県◆三重中京大学大学院
政策科学研究科博士課程修了、
元三重県立宇治山田商業高等学校校長
❷バイクツーリング、登山（軽）
❸人間万事塞翁が馬
❹皆さんが教壇に立たれた時、少しでも役立つ
ように! をポリシーにします。

教育学科助教

上
う え

野
の

 祐
ゆ う

一
い ち

❶三重県◆神戸大学大学院理学
研究科博士前期課程修了、
元三重県立松阪高等学校教諭

等学校校長　❷史跡巡り
❸すべてのことに意味がある　❹教職経験を活
かし、教育活動に精一杯取り組んでいきます。

高等学校常勤講師

野
の

呂
ろ

 明
あ

日
す

香
か

❶三重県◆皇學館大学文学部
国史学科卒
❷旅行、音楽鑑賞　❸負けない心
❹一日一日を大切に、生徒とともに成長できる
よう、日々努力して頑張ります。

高等学校常勤講師

松
ま つ

田
だ

　拓
た く

❶三重県◆元熊野市立有馬小学
校教諭
❷散歩、旅行　❸十人十色
❹生徒のみなさんがよりよい学校生活を送られ
るようにがんばります。

高等学校常勤講師

東
ひがし

浦
う ら

 啓
け い

子
こ

❶三重県　❷授業をすること!!
（化学を教えること!!）

❸Never Give Up!!
❹一人ひとりの周辺の世界が広がり、再発見を
し、感動できるような授業ができることを心掛
けております。

高等学校養護助教諭

坪
つ ぼ

井
い

 美
み

樹
き

❶三重県◆名古屋学芸大学
ヒューマンケア学部卒
❷ツーリング　❸鴨の水掻き
❹少しでも生徒の力になれるよう精一杯頑張り
ます。

皇學館中学校
中学校常勤講師

坂
さ か

口
ぐ ち

 実
み

優
ゆ う

❶三重県◆皇學館大学文学部
コミュニケーション学科卒
❷読書、料理　
❸初心忘るべからず
❹生徒一人ひとりに寄り添い、共に成長してい
けるよう精一杯頑張ります。

学生支援部学生担当書記補

世
せ

古
こ

 拓
た く

摩
ま

❶三重県◆中京大学スポーツ科
学部競技スポーツ科学科卒
❷サッカー ❸凡事徹底 ❹学生が充実した学生
生活を送れるよう全力でサポートしていきます。

学生支援部学生担当事務嘱託（クラブ合宿所）

四
し

田
だ

 大
た い

成
せ い

❶兵庫県◆皇學館大学現代日本
社会学部現代日本社会学科卒
❷ウエイトトレーニング
❸失敗しても当たり前、成功した
ら男前　❹寮の学生たちにより良い寮生活がで
きるようにサポートしていきます。

学生支援部教職支援担当 教職アドバイザー

東
ひがし

谷
た に

 利
と し

和
か ず

❶三重県◆皇學館大学文学部
国史学科卒、元中学校長
❷旅行　❸初心忘るべからず
❹これまでの経験を活かし、教職を目指す若い
皆さんのために尽力します。

学生支援部教務担当 国史学科事務助手

山
や ま

邉
べ

 敬
ゆ き

枝
え

❶愛知県◆皇學館大学文学部
国文学科卒　❷お菓子作り
❸和を以て貴しとなす
❹学生の皆さんに寄り添った、明るく温かなサ
ポートをしていきたいと思います。

学生支援部学生担当 精華寮寮長

横
よ こ

手
て

 正
せ い

剛
ご う

❶長崎県◆元海上自衛隊艦長
❷街歩き、酒を嗜むこと
❸正しく　剛く　面白く
❹これまでの経験を生かし寮生の24時間を強力
にサポートします。

皇學館高等学校
高等学校 学監

芝
し ば

﨑
ざ き

 俊
と し

也
や

❶三重県◆皇學館大学文学部国
史学科卒、元三重県立宇治山田高

❷高校野球観戦　
❸心豊かなれば技冴ゆる
❹目標（産物）に向かう中で得られる思いもよら
ない副産物をみなさんと共に創っていきたいと
思っています。

現代日本社会学科准教授

村
む ら

上
か み

 政
ま さ

俊
と し

❶大阪市（豪州パース）◆東京大学
法学部卒。元在英国・中国日本国
大使館外交官補、元衆議院議員
❷能楽（観世流）、茶道（裏千家）、将棋（アマ初段）
❸国家安康　君臣豊楽
❹倉田山での研究教育を始めるにあたり直階を
取得しました。師長のお導きを願います。

神職養成部神職養成担当課長

北
き た

野
の

 貴
た か

之
し

❶京都府◆皇學館大学文学部
国史学科卒。元熱田神宮権禰宜
❷音楽鑑賞（吹奏楽）、トロンボーン
❸楽は苦の種　苦は楽の種
❹神職の経験を活かし、学生の皆さんのサポー
トに努めます。宜しくお願い致します。

学生支援部就職担当書記

髙
た か

橋
は し

　葵
あおい

❶三重県◆名古屋外国語大学
現代国際学部現代英語学科卒
❷旅行、ドライブ　
❸雨が降れば傘をさす
❹学生一人ひとりに寄り添ったサポートを心が
け、日々努力してまいります。

学生支援部教務担当書記補

木
き の

下
し た

 涼
りょう

一
い ち

朗
ろ う

❶三重県◆皇學館大学文学部
国史学科卒
❷サックス、水泳
❸習慣は第二の天性なり
❹感謝を忘れず、日々成長し続けていきます。

　

大井菜央さ（国文３）んデザインの平治煎餅が店頭に
公民連携による地域課題解決推進事業「みえdeマッチング」

　

大
井
菜
央
さ
ん（
国
文
3
）

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
平
治
煎
餅

「
春
よ
、
来
い
」
が
令
和
３
年

３
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の

15
日
間
、
銘
菓
「
平
治
煎
餅
」

の
店
頭
に
並
び
話
題
を
呼
ん

だ
。

　

三
重
県
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存

が
求
め
ら
れ
る
「
新
た
な
日

常
」
に
公
民
連
携
で
対
応
し

よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
の
協
創
に
よ
る
地
域
課
題

解
決
推
進
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
民
間
企
業
、
学
生
、

県
職
員
で
構
成
す
る
同
事
業

の
検
討
会
議
「
ア
ス
ミ
エ
る

ラ
ボ
」
に
は
本
学
か
ら
３
名

が
参
加
。
そ
の
一
人
、
田
中

翔
英
さ
ん（
現
日
4
）は
大
学

生
が
地
域
の
中

小
企
業
等
を

知
り
、
業
務
の
一
部
を
体
験

で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み

え
de
マ
ッ
チ
ン
グ
」
の
立
ち

上
げ
に
加
わ
り
、
三
重
を
代

表
す
る
老
舗
・
平
治
煎
餅
の

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を
企
画
し

た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
こ
の
企
画

を
通
し
て
多
く
の
学
生
が
地

元
企
業
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
。
僕
自
身
、

企
業
の
方
と
関
わ
れ
る
貴
重

な
機
会
を
い
た
だ
い
た
」
と

話
し
、
優
秀
案
と
し
て
作
品

が
商
品
化
さ
れ
た
大
井
さ
ん

は
「
様
々
な
門
出
の
お
祝
い

や
平
和
な
日
常
へ
の
願
い
を

込
め
た
。
チ
ョ
コ
ペ
ン
で
色

を
付
け
た
り
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
で
写
真
映
え

し
、
同
世
代
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
思

い
、
考
案
し
た
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

岡本土石工業・第三銀行より
プロジェクターの寄贈

　次世代教育に役
立ててほしいと、
岡本土石工業株式会社・株式会社第三銀行よ
り本学にプロジェクター 2台が寄贈された。
　これは三重県紀宝町に本社を置く同社が発
行したSDGs私募債に関し、同行が手数料の一
部を製品購入に充て、地域の教育機関や福祉
施設などに連名で贈る地域貢献活動の一環。
 4 月28日に本学記念館で行われた寄贈式で
河野訓学長は「至近距離から投影できる最新
機種なので、場所を選ばず使うことができる。
ぜひ学生指導に有効活用させていただく」と
謝辞を述べた。
　本学では 1台を図書館に設置しラーニング
コモンズでの授業等に、 1台は学生への貸出
用に活用する予定だ。

チョコペンで自由に模様が
描ける大井さんの作品

田中翔英さん大井菜央さん
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【個人部門】� （学年は受賞時）

最優秀賞 鎌田ゆいさん（教育 ４）
The effect of littering on animals（スピーチ）
優 秀 賞 王　子源さん（現日 ４）
日本における食品ロス（プレゼンテーション）
【団体部門】
最優秀賞 English education seminar MKT31（教育 ３）
Tangled the series（劇）

社会福祉士・精神保健福祉士の 
合格率、全国平均を大幅に上回る
　現代日本社会学科・福祉展開コースの令和
2年度卒業生における社会福祉士合格者は 3
名（合格率50％）、精神保健福祉士合格者は 2名
（合格率100％）となった。いずれも全国平均の
合格率（社会福祉士29.3％、精神保健福祉士64.2％）
を大幅に超える結果となり、国家資格を取得
した卒業生の活躍が期待される。

　平和の礎となった御英霊を祭神
とし、三重県にゆかりのある 6万
300余柱を祀る三重縣護國神社（津
市広明町）。同社初の女子神職とし
て本学の卒業生である宮田知美さ
ん（国史 平成30年度卒）、神谷萌日さ
ん（神道 令和元年度卒）が奉職し、注
目を集めている。
　神職をめざして本学に進学した
ふたり。宮田さんは一度企業に就
職したものの、神職への道を諦め
きれず転職を決意。「〝女性だから〞とはあまり意識していない。
御英霊を祀る神社であるので、日本を守る気持ちで、使命感を
もって奉仕していきたい」と抱負を語った。
　神谷さんは「女性ならではの視点を生かしたい」と話し、「御
英霊が願われていたのが、これからの日本を担う子どもたちの
成長と健康。教員免許を取得する際に学んだことも役立てなが
ら、子どもが神社に関われる企画を立てたい」と意欲を語った。

　優れたビジネスプランを掘り起こし地域経済の活性
化に繋げようと開催されている「33FGビジネスプラン
コンテスト2020」【学生コース】において、尾﨑友則さ
ん、森井洸樹さん（現日 3）の「地域×福祉　高齢者の
ためのマイクロツーリズム」が優秀賞、別當知明さん、
上村道也さん（現日 3）の「伊勢のめでたい!! あじだい
こん!!」が佳作に選ばれた。
　尾﨑さん、森井さんは伊勢市の課題である〈中心市
街地・商店街の衰退〉と〈福祉従事者の減少〉に着目。
高齢者が商店街や観光地へ出かける際の行動支援を大
学生が無償有償いずれかの形で担い、得られた意見や
情報をまちづくり活性化事業に生かすプランを考えた。
　別當さん、上村さんは特産品ながら知名度に欠ける
伊勢のおでん大根・御薗大根にスポットを当て、「あじ
だいこん専門店」の立ち上げを提案。店舗・ネットで
の販売網を拡充し地産地消の推進、ひいては地域の高
齢者、障がい者雇用へと繋げる。
　今後の実現を期待したい。

伊勢市との連携事業
第₈回 「伊勢」と日本スタディ 
プログラムを開催

　日本学を専攻する外国人の大学院生等が神
道や伊勢の歴史・文化についての学びを深め、
各国へ情報発信を行うことを目的とする「伊
勢」と日本スタディプログラムが本年も 3月
8日～20日までの間、本学を拠点に開催された。
　本年はコロナ禍の影響を受け、プログラム
期間を 2週間に縮小。国内の大学院に在籍す
る留学生等10名で実施予定であったが、 2度
目の「緊急事態宣言」の影響により、最終的
に計 6名での実施となった。また、参加者は
事前にPCR検査を受検し、「陰性」確認を行っ
た上で日々の感染対策を徹底し、本学での講
義や伊勢市内での実地学習に臨んだ。
　「古市の昔と今」とのテーマで成果発表を行
ったアズマ・マリコさん（米国）は閉講式にお
いて、「神道は日本文化の基層として、時代を
問わず、多様で複合的な文化や歴史の形成、そ
の発展・維持に永らく影響を与えてきた。伊
勢はそのことを学ぶのに最適な場所であっ
た」と述べた。また、チャーピレー・イグナ
スさん（リトアニア）は「コロナの脅威にも負け
ず、プログラムが実施されたことに感謝して
いる。今後も皇學館大学と伊勢市は世界中か
ら様々な人々を集め、「伊勢」と日本の魅力を
発信し続けてほしい」と話した。

第₂回 英語発信力コンテスト
個人・最優秀賞は鎌田ゆいさん
　本学コミュニケーション学科主催の第 2回
英語発信力コンテストが開催され、以下の動
画作品が優秀作品に選ばれた。
　個人・最優秀賞は鎌田ゆいさん（教育 4）。ポ
イ捨てゴミが動物たちに与える影響について、
前半は猫の視点から、後半は科学的な面から
説明している。鎌田さんは動画をきっかけに
1人でもポイ捨てする人が減ってほしいと訴
えた。団体・最優秀賞には劇「Tangled the 
series」が選ばれた。18年間、森の塔で暮らし
てきた少女ラプンツェルが大泥棒フリンとの
出会いをきっかけに魔法の髪に導かれ、未知
の世界へ飛び出す内容。メンバーはマスクを
した状態で表情を伝えることが難しかったと
苦労した点を振り返りつつ、皆で力を合わせ
た結果が賞となり、劇作りを通して互いの距
離が縮まったと喜びを語った。

　

宮田知美さん、神谷萌日さんが
三重縣護國神社初の女子神職に

　

現日生が優秀賞、佳作を受賞
33FGビジネスプランコンテスト２０２０
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３
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５
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。

　

令
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２
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ベ
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。
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ベ
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。

　

参
加
し
た
中
川
優
希
さ
ん（
コ
ミ
3
）

は「
文
法
・
長
文
読
解
・
速
読
な
ど
、授

業
内
容
は
多
種
多
様
だ
っ
た
。
毎
日
の

課
題
に
は
し
っ
か
り
し
た
添
削
や
コ
メ

ン
ト
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
学
習
意
欲

が
湧
き
、
よ
く
理
解
で
き
た
」
と
研
修

終
了
後
に
感
想
を
述
べ
た
。
ま
た
、
２

月
25
日
に
行
わ
れ
た
現
地
学
生
と
の
交

流
会
に
浴
衣
姿
で
参
加
し
た
西
ま
ど
か

さ
ん（
同
）は
「
英
語
は
も
ち
ろ
ん
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
や
歴
史
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
、
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。

渡
航
が
再
開
し
た
ら
、
現
地
へ
赴
い
て

学
ん
で
み
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
TOEIC 700点突破した学生に聞く! 英語学習のコツ
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語
サ
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ー
ト
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ロ
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ラ
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２
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「
ひ
と
り
で
海
外
旅
行
を
す
る
」を
目

標
に
、
実
践
重
視
で
勉
強
し
ま
し
た
。

リ
ス
ニ
ン
グ
の
向
上
に
効
果
を
感
じ
た

の
は
、
英
語
音
声
学
と
メ
イ
ヨ
ー
先
生

の
ゼ
ミ
に
お
い
て
で
す
。
毎
週
英
語
で

発
表
し
た
り
、
リ
ス
ニ
ン
グ
音
声
の
ス

ピ
ー
ド
に
あ
わ
せ
て
英
文
を
何
度
も
読

む
こ
と
で
耳
が
慣
れ
、
聞
き
取
る
力
が

付
き
ま
し
た
。百も

も

船ふ
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国
際
交
流
担
当
）の

留
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
に
参
加
し
た
こ
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も「
留
学
生
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
表
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や
「
思
い
出
せ
な
か
っ
た
単
語
」
を
調

べ
る
中
で
自
分
の
弱
点
が
わ
か
り
、
役

立
ち
ま
し
た
。

　

大
学
に
は
英
語
を
学
ぶ
に
あ
た
り
何

を
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
利
用
し
尽

く
す
気
持
ち
で
百
船
に
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
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大
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英
語
は
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
く
れ

る
ツ
ー
ル
。
い
つ
か
世
界
中
を
旅
し
て

他
国
の
歴
史
や
異
文
化
に
触
れ
、
幅
広

い
教
養
を
身
に
付
け
た
い
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
英
語
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
履

修
し
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Ｏ
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Ｉ
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、
英
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英
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法
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英
国
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期
語
学
研
修
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ル
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ウ
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英
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ス
ニ
ン
グ

力
と
文
法
力
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身
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で
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語
力
の
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が
強
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、
ま
た
、
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テ
ィ
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き
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こ
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で
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ま
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。

　

英
語
学
習
初
心
者
の
方
は
、
な
ぜ
英

語
を
勉
強
す
る
の
か
自
問
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
英
語
を
学
ぶ
目
的
を
明
確
に

す
る
と
意
欲
が
湧
き
、
行
動
に
つ
な
が

り
ま
す
よ
。

Zoomでの語学研修を楽しむ参加者たち

宮田さん（左）と神谷さん

英語力を生かし、所属す
る大学生テレビ局で制作
した番組を英語に翻訳し
YouTubeで配信したことも

語学力アップに励む傍らサ
ッカー部での活動にも力を
注ぎ、充実した学生生活を
送っていると話す横山さん

旧御師丸岡宗大夫邸で説明を受ける（ 3月16日）
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本校と高田短大が
高大教育交流協定を締結

情報通信技術（ICT）が急速
に発展する中、新たな時

代「Society５.０」を生き抜く生
徒たちに求められるのは情報を
正確に読み解き対話する力や、
論理的思考力をもとに他者と協
働して様々な課題を解決に導く
力。ICT の有効活用はそれを実
現させるための手段として、本校では令和 ３年度より生徒全員にiPad
を貸与し、様々な場面で積極的な活用を進めています。授業支援ソフ
トや学習ドリルソフトを新たに導入し、「双方向型授業」「発展的な協働
学習」「個々の理解に応じた（個別最適化された）学び」をさらに推進。生
徒が主体的・対話的に思考し、深い学びへとつなげる従来の教育をよ
り発展させ、さらにiPadの持ち帰りにより、「学校と家庭を繋いだ効果
的な学習」をも目指します。また、学力向上と同時に情報モラルや情
報セキュリティについても理解を深め、一人ひとりが安全かつ適切に
使いこなせるようになるための指導も積極的に実施していきます。
� 教務部（ICT担当）　吉田康人

本校は高田短期大学と高大教育
交流協定を締結し、 ３月 ３日

に調印式を行った。以前より同短大
の先生をお招きして学校説明会や進
路ガイダンスを実施するなど交流を
図ってきたが、昨年12月に皇學館大
学と高田高校が高大連携に関する協
定を結んだのを機に同短大より呼び
かけがあり、締結に至った。協定の
主な内容は次の通り。
❖教育の向上に資することを目的と
して、教育に関する情報交換、教育連携の研究、その他双方が協議し合
意した高大教育交流事業を行う。
❖高大教育交流事業として高田短大は正規科目の開放、高校生を対象とす
る特別講座の開講、本校の授業・講座・ガイダンス等への教職員の派遣
等を行うことができる。
　調印式で同短大の梅林久高学長は「新たな交流を通じて地域の教育の発
展に尽くしたい」と述べ、木村元茂校長は「卒業後のイメージづくりを具
体的にしたい思いがあった。連携を盛んにし、広く知識を得る場を設けた
い」とさらなる交流・連携の活発化に期待を寄せた。なお、協定締結期間
は ３年間で随時更新する。

苦手科目の克服を重視
城 山 久瑠実さん◆大阪大学 外国語学部英語専攻

　高校時代は日頃の授業と定期考査に真剣に取り組みまし
た。その中で、苦手科目を克服することを重視していました。
私は国語が苦手だったので、 ２年生の頃から定期的に問題
を解くようにし、ほぼ毎日文章を読むようにしていました。
　私は将来、航空管制官になりたいです。そのためには語学力だけでなく、レ
ーダーなどの機械や、気象に関する知識など幅広い分野の知識が必要になりま
す。文系科目に留まらず、様々なことが学べる総合大学の強みを生かし、あら
ゆることに好奇心旺盛にチャレンジしていきたいと思います。

自分に合う勉強法を早く見つける
松 本 幸 子さん◆京都大学 医学部人間健康科学科

　私は毎日当たり前のことに手を抜かないよう意識してい
ました。短期間で目標にたどり着くことはできないと思い、
少しずつ努力を継続して積み重ねていきました。また、自
分の得意不得意を把握することも意識しました。今は多種
多様な情報を得られますが、自分に合うものを取捨選択することでベストの勉
強法を見つけることができると思います。
　今後の目標として、筋肉や骨格についての研究をしたいと思っています。整
った研究設備のもと素晴らしい先生方からたくさんのことを吸収したいと考え
ています。これからも様々な壁にぶつかると思いますが、これまで身につけた
経験を生かして頑張ります。

的を絞り、時間を有効活用
谷 口 紗 保さん◆三重大学 医学部医学科

　私は受験勉強において時間の使い方に苦労しました。し
た方がいいことは次から次へと出てきます。しかし全てを
こなすことはできず、睡眠時間だけが削られていきました。
そこで私はやらなければいけないことに的を絞りました。
宿題は授業の復習として必ず家で済ませました。予習はあまり力を入れず、な
るべく授業中に内容を理解するようにしました。分からないことは後で友達に
聞いたりするなど、家に持ち帰らないようにしました。
　私の目標は大学で三重県の医療面の課題を学び、医師不足の地域で活躍する
ことです。どの診療科が不足しているのか、どの地域で医師不足が深刻なのか
などを知り、自分ができる最善を尽くしたいと考えています。

１ 人 １ 台のiPadを配備

高中で卒業式・入学式を挙行

合格者インタビュー  6年制卒業生

夢を実現すべく志望校に合格した ３名に
今後の抱負や後輩へのメッセージを語ってもらった。

３ 月 １日に皇學館高校
第56回卒業証書授与

式を挙行し、３８３名がそれぞ
れの道へと新たな一歩を踏
み出した。本年度は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止
の観点から卒業生と教職員
のみが参列。保護者はライ
ブ配信という形での式典参加にご協力いただいた。答辞を述べた田村
優我さんは先生方をはじめ仲間、家族への感謝の気持ちとともに「ど
れも本当にかけがえのないできごとばかり」と学び舎での ３年間に思
いを馳せた。同月13日には皇學館中学校で第40回卒業式が執り行われ、
39名が巣立った。答辞を読み上げた中ひなのさんは日々の学校生活で
チームワークや団結心が養われたこと、また、コロナ禍によって、周
りに支えられて今の自分たちがあることに気づかされたと振り返った。

そして、一人ひとりが持つ個性
を大切にしながら、魅力ある皇
學館中学校を創り上げてと後輩
へエールを送った。
　 ４月 ７日には皇學館中学校、
同月 ９日に皇學館高校の入学式
が開催され、中学校は26名、高
校は323名が入学した。昨年度と
同様、保護者（高校）や在校生は
参列せず、新入生は全員マスク
を着用して式に臨んだ。新入生
を代表して中学校では田中利

り

玖
く

さんが、高校は山本拓実さんが
入学を許可された喜びと誇りを
胸に、力強く宣誓した。

高　

校

中
学
校

高
校
・
中
学
校

高田短大にて執り行われた調印式

宣誓する田中さん（中学校）

記念講堂にて行われた高校の卒業式

中学校卒業式はセミナーホールで開催され、
中さんが答辞を読み上げた

堂 と々宣誓する山本さん（高校）

iPad活用に向けたオリエンテーション
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令和 2年度 教学振興会寄付金納入状況報告
� 令和 3 年 3 月31日現在

区　　分
令和 ２年度 平成26年度〜令和 ２年度

合　計
寄付件数 寄付金額（円） 寄付件数 寄付金額（円）

宗 教 界 21 870,000 1,247 143,550,000

企 業 5 590,000 134 9,090,000

館 友 18 1,319,000 2,178 26,392,000

萼の会会員 1 20,000 1,808 13,190,000
高 等 学 校
保 護 者 0 0 549 4,035,000

中 学 校
保 護 者 2 20,000 184 1,700,000

一 般
（篤志家等） 5 105,000 41 4,156,000

本法人関係 92 2,585,000 1,089 14,962,500

合 計 144 5,509,000 7,230 217,075,500

皇學館大学は、令和4年に
創立140周年再興60周年を迎えます

OPB 済み

令
和
２
年
度 

ご
入
会
者
ご
芳
名

（
再
継
続
者
含
む
）

教
学
振
興
会

寄
付
者
芳
名

　

平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活

動
に
対
し
、格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、謹

ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
生
活
・
経
済

活
動
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
令
和

２
年
度
の
教
学
振
興
会
に
つ
き
ま
し
て

は
保
護
者
及
び
館
友
へ
の
ご
入
会
・
ご

支
援
依
頼
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
方
々
よ
り
ご
入
会
・
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
改
め
ま
し
て
皆
様
方
の
ご
芳
志

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

教
学
振
興
会
で
は
我
が
国
の
歴
史
・

伝
統
を
学
び
祖
国
を
愛
す
る
心
を
涵
養

す
る
と
と
も
に
、
社
会
有
為
の
人
材
と

な
る
べ
く
、
本
学
園
に
学
ぶ
学
生
・
生

徒
た
ち
が
安
心
安
全
か
つ
充
実
し
た
教

育
環
境
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
修

学
支
援
に
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

こ
こ
に
令
和
２
年
度
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
芳
名
及
び
寄

付
金
納
入
状
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
教
学
振
興
会
」
へ
の
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宗 

教 

界

青
森
県

青
森
県
神
社
庁
様

神
奈
川
県神

奈
川
県
神
社
庁
様

静
岡
県

静
岡
県
神
社
庁
様

大
阪
府

茅
渟
神
社
様

企
　
　
業

三
重
県

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店
様

株
式
会
社
森
組
様

熊
本
県

株
式
会
社
ア
ト
・
み
ら
い
様

館
　
　
友

千
葉
県渡　

辺　

篤　

史
様

愛
知
県西　

岡　

壽　

一
様

森　

岡　

正　

視
様

三
重
県伊　

藤　

徳
太
郎
様

大
阪
府中　

尾　

彰　

宏
様

兵
庫
県廣　

瀬　

明　

正
様

広
島
県

館
友
会 

広
島
県
支
部
様

熊
本
県池　

浦　

秀　

隆
様

一
般（
篤
志
家
等
）

三
重
県清　

水　

康　

博
様

大
阪
府澤　

田　

育　

久
様

福
岡
県伊　

藤　

裕　

香
様

本
法
人
関
係

牛　

江　

美　

穂
様

大　

東　

奈　

央
様

小　

串　

和　

夫
様

北　

井　

優　

那
様

栗　

野　

理
恵
子
様

神　

内　

憲　

孝
様

澤　
　
　

友　

美
様

塩　

川　

哲　

朗
様

髙　

向　

正　

秀
様

竹　

内　
　
　

央
様

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名

の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い

方
々
に
つ
い
て
は
、別
記
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
中
学
校
保
護
者
１
名
　

◦
本
法
人
関
係
７
名

　本法人では、クラブ活動を通した学生・生徒の主体性・可能
性を伸ばす支援に取り組んでおります。
　このたび、クラブ活動を頑張る学生・生徒へのご支援をお願
いいたしたく、令和 2年11月より新たに、「皇學館クラブ応援メ
ッセージ募金」を開設いたしました。寄付先のクラブをご指定
いただくことで、ご寄付いただいた資金を指定のクラブに直接
配分し、クラブ活動の強化・充実に役立たせていただきます。
　頂いたメッセージは、ホームページトップペー
ジにある「大学からのお知らせ」にて、随時ご紹
介します。引き続き皆様のご支援・ご協力を賜り
たく、よろしくお願い申し上げます。

クラブ応援
メッセージ募金
納入状況報告
（令和 ３年 ３月31日現在）

区　　分 寄付件数 納入金額（円）
宗 教 界 ０ ０
企 　 　 　 業 ０ ０
館 　 　 　 友 40 ２６１,０００
萼 の 会 会 員 １ ５,０００
高等学校保護者 ０ ０
中 学 校 保 護 者 ０ ０
一  般（篤志家等） １ 10,０００
本 法 人 関 係 16 １０２,０００

合　　計 58 ３７８,０００

クラブ別
配分金額状況

※各クラブへの配分
金額は、寄付金額
から手数料を差し
引いた金額となっ
ております。

指定先クラブ名 寄付件数 配分額（円）

１ 大学硬式野球部 44 ２１７,６０５

２ 大学空手道部 ２ 11,４２４

３ 大学硬式庭球部 １ 29,０７９

４ 大学駅伝競走部 ３ 19,５４０

５ 大学剣道部 １ ４,８８５

６ 大学祭式研究部 １ ４,８８５

７ 大学雅楽部 １ ４,８８５

８ 大学柔道部 １ ４,８８５

９ 大学写真部 １ ４,８８５

10 大学女子軟式野球部 １ 29,３１０

11 大学競技かるた部 １ 29,１７５

12 大学排球部 １ ４,８８５
計 58 ３６５,４４３

●保 ●護 ●者 ●対 ●象就職 講演会・説明会 開催のご案内
₁₀月₁₀日㈰ ₁₃：₀₀～₁₅：₃₀  事前予約制

就職講演会 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀❖₂₃₁教室

コロナ禍での就職を取り巻く環境変化とサポートのあり方
講師●倉 光 里 沙 氏 株式会社リクルート　リクナビ 副編集長

進路別就職説明会 ₁₄：₄₀～₁₅：₃₀

❖神社への就職について（神職養成担当） ……………………………₂₂₂教室
❖企業・官公庁への就職について（就職担当） ………………………₂₃₁教室
❖教員・保育士への就職について（教職支援担当） …………………₂₃₄教室

詳細は、HPにてご確認ください。https://www.kogakkan-u.ac.jp/

お問い合わせ先●皇學館大学 就職担当　ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₉

萩　

原　

浩　

司
様

日
々
野　

公　

輝
様

三　

好　

良　

夫
様

山　

村　

智　

彦
様

吉　

井　
　
　

祥
様

ご
挨
拶�

学
校
法
人
皇
學
館 

理
事
長
　
小
串
和
夫

皇學館 クラブ応援メッセージ募金の御礼
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、展示会は内容変更、中止（または延期）す
る可能性がございます。詳細は、皇學館サービスHP及び学内掲示板にてご確認ください。

OPB済み

イベントカレンダー

お問い合わせは皇學館大学地域連携推進室へお願い
致します。TEL0596-22-8635

近鉄文化サロン阿倍野 共催講座
会場●近鉄文化サロン阿倍野

詳細は近鉄文化サロン阿倍野（TEL06-6625-1771）へ 
お問い合わせください。有料・要予約

新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、変更・中止となる場合がございます。

 ₆ /₁₉圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 
ヤマトタケル 交通拠点を旅する
講師●遠藤慶太（文学部国史学科教授）

 ₇ / ₃ 圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 

『伊勢参宮名所図会』を読む
講師●岡野友彦（文学部国史学科教授）

 ₇ /₂₄圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 

『日本書紀』を読む 「仁徳天皇（₁）」
講師●大島信生（文学部国文学科教授）

 ₇ /₃₁圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 
「近代」を見た渋沢栄一： パリ万博参加
と西欧体験 講師●長谷川怜（文学部国史学科助教）

 ₈ / ₇ 圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 
神道と仏教「社寺と妙見信仰」
講師●河野訓（学長・文学部神道学科教授）

 ₈ /₂₈圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 

『日本書紀』を読む 「仁徳天皇（₂）」
講師●大島信生（文学部国文学科教授）

 ₉ / ₄ 圡 ₁₅：₃₀～
₁ 日・短期講習会 
「後醍醐天皇像」を読む
講師●加茂正典（文学部神道学科教授）

　

附
属
図
書
館
で
は
学
生
の
学
修
・

研
究
の
た
め
様
々
な
学
術
情
報
・
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
従

来
、
そ
の
内
容
は
「
図
書
」「
雑
誌
」

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
視
聴
覚
資
料
」の
よ
う
な
、

手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
活

用
を
中
心
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
「
ネ
ッ
ト
で

検
索（
閲
覧
・
視
聴
）で
き
な
い
も
の
は
、

無
い
の
と
同
じ
」
と
い
う
言
葉
が
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
修
・
研
究

の
基
盤
で
あ
る
学
術
情
報
に
つ
い
て

も
同
様
の
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

情
報
機
器
の
変
化
や
、
今
も
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、
附
属
図
書
館
で
も
「
物
」
に
依

存
し
な
い「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
」

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
の
新
規
契
約
や
ラ
イ
セ
ン
ス
の

増
設
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
生
の
事
前
・
事
後
学
習
や
論
文
執

筆
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

言
う
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
次

の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。

　
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
神

社
新
報
」
で
は
、
新
聞
記
事
検
索
に

よ
り
、
紙
面
や
記
事
が
閲
覧
で
き
、

「
日
経
Ｂ
Ｐ
記
事
検
索
サ
ー
ビ
ス
」で

は
、
論
文
・
雑
誌
記
事
や
情
報
を
閲

覧
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
生
に
最

も
利
用
さ
れ
て
い
る
事
典
・
辞
書
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
ジ
ャ
パ
ン
ナ

レ
ッ
ジLib

」
が
あ
る
。

　

附
属
図
書
館
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
以
外
に
も
、
本
学
の
教
育
・
研
究

成
果
や
所
蔵
資
料
の
公
開
に
よ
る
学

術
情
報
の
提
供
も
推
進
し
て
い
る
。

　
「
皇
學
館
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」

で
は
、『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
を
始
め

と
す
る
刊
行
物
や
論
文
等
を
公
開
し

て
お
り
、W

eb

上
で
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
に
は
、
本

学
が
所
蔵
す
る
古
文
書
・
古
典
籍
を

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
「
皇

學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

の
公
開
を
開
始
し
た
。
今
後
、
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
館
史
編
纂
の

協
力
を
得
て
公
開
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
を
図
る
。
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春
秋
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学術情報等、デジタルコンテンツの充実を図る
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部
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〕
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事
務
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２
級�

藤
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亜
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�

〔
財
務
部
会
計
担
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事
務
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１
級
〕

学
生
支
援
部
学
生
担
当�

看
護
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業
務
職
３
級
）�

伊
東
由
美
子

�〔
学
生
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援
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学
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担
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看
護
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業
務
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２
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総
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事
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司
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務
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総
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部
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室
司
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１
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配
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▼

現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授�

�

藤
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恭
子

�

〔
文
学
部
准
教
授
〕

学
生
支
援
部
就
職
担
当�

課
長�

中
井　

良
明

�

〔
学
生
支
援
部
教
務
担
当
課
長
〕

学
生
支
援
部
教
務
担
当�

書
記�

一
路　

侑
杜

�

〔
学
生
支
援
部
就
職
担
当
書
記
〕

総
務
部
総
務
担
当�

書
記
補�

角
谷　

千
尋

�

〔
財
務
部
会
計
担
当
書
記
補
〕

財
務
部
管
財
担
当�

技
術
嘱
託�

西
村　

和
行

�

〔
学
生
支
援
部
学
生
担
当
学
生
寮
技
術
嘱
託
〕

■ 

職
種
換 

▼

総
務
部
図
書
館
事
務
室�

司
書（
業
務
職
１
級
）�

森
本　

紋
菜

�

〔
総
務
部
図
書
館
事
務
室
事
務
嘱
託
〕

■ 

役
職 

▼

学
生
部
長�

齋
藤　
　

平

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長�

筒
井　

琢
磨

高
校
・
中
学
校

■ 

採
用 

▼

高
校 

学
監�

芝
﨑　

俊
也

高
校
常
勤
講
師�

野
呂
明
日
香

高
校
常
勤
講
師�

松
田　
　

拓

高
校
常
勤
講
師�

東
浦　

啓
子

高
校
養
護
助
教
諭�

坪
井　

美
樹

中
学
校
常
勤
講
師�

坂
口　

実
優

■ 
昇
級 
▼

高
校
教
諭�

上
村　

朱
香

�

〔
高
校
常
勤
講
師
〕

高
校
教
諭�

野
坂　

康
祐

�

〔
高
校
常
勤
講
師
〕

高
校
教
諭�
森
田　
　

彰

�
〔
高
校
常
勤
講
師
〕

■ 

配
置
換 

▼

高
校
常
勤
講
師�

西　
　
　

巧
�

〔
中
学
校
常
勤
講
師
〕

中
学
校
教
諭�

平
賀　

活
行

�

〔
高
校
教
諭
〕

生涯学習事業� 受講料無料
令和３年度 皇學館大学 月例文化講座
オンデマンド講座のご案内
「オンデマンド講座」とは、インターネットで接続されたパ
ソコン、タブレット端末、スマートフォンなどを使用し、事前
に収録したものを受講する形式です。配信期間内であれ
ば、自由に何度でも視聴が可能です。

【年間のテーマ】
令和新時代に求められるコミュニケーション 
～コミュニケーション学科創設₂₀周年を記念して～
6
月

ノンバーバル・コミュニケーションの役割
講師●芳賀康朗教授

7
月

新時代のコミュニケーションツールとして
の地図 　ハザードマップと旧版地形図の読み方　
講師●桐村　喬准教授

8
月

言語の違いが物事の捉え方に及ぼす影響
講師●玉田貴裕助教

9
月

令和を生き抜く感情コントロール方略
講師●髙沢佳司准教授

10
月

海を渡った日本古典
講師●クリストファー・メイヨー教授

11
月

対人関係とストレスの心理学
講師●中山　真准教授

12
月

英語教科書からみる英語教育の変遷
講師●豊住　誠教授

� 定員●各回 90名〈先着順〉
受講のための準備・注意
◦パソコン、タブレット端末、スマートフォンのいずれ
かをご準備ください。

◦Wi-Fi環境下など、安定した通信環境での受講をお
すすめいたします。

◦通信にかかる費用は、受講者のご負担となります。
◦講座については、中止または内容が変更になる場
合があります。

申込方法
①二次元バーコードを読み込む、または�
下記URLにアクセスし、申込フォームに
必要事項を入力してください。
https://www.kogakkan-u.ac.jp/about/lecture_bunka.php

②申込後、ご登録いただいたメールアドレスに視聴用
URLをお送りいたします。配信日まで大切に保管し
てください。
※「@kogakkan-u.ac.jp」及びパソコンからのメールが
受信できるよう、事前に設定をしてください。
※新型コロナウイルス感染症予防のため、来学によるお
申し込みはご遠慮願います。また、お電話での受付も
行っておりません。あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先●皇學館大学 地域連携推進室
TEL０５９６-22-８６３５
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導きに応えて
神道学科　臼  杵  浩  秀
 奉職先  大阪天満宮

　在学中は青春謳歌といいつつ、実は自堕落的な暮らし
ぶりに悔いが残る。
　しかし、無意味、無駄にみえる行為こそ、学生生活の証であったのでは
ないかとも思っている。
　郷里の被災地では食料・水・服・紙製品・募財などを頂き、入学の際は費
用を減免していただいた。神殿を有した寮で ２年間共同生活を送り、先輩
から家電家具を譲り受けた。骨折した際は保健室の先生が松葉杖を貸して
くださった。大学では様々な機会を与えられ、その有り余るリソースを活
用しきれなかったことが悔やまれるが、大変、恵まれた環境にあったと思う。
　このような恩恵は導きによるものでしかない。今まで御蔭を戴いた分、
これから返そうと思う。そして、照覧する幽冥の導きに応えられるよう、慎
んで怠ることなく、一日一日を努めていきたい。

入った大学でどう頑張るか
教育学科　堀  口  響  生
 就職先  三重県小学校教員

　「皇學館大学教育学部で良かった」としみじみ思う現在
である。第 １志望だった大学を不合格となった私は、自己
肯定感が低下し、劣等感を抱く日々を過ごしていた。そんな私を激変させ
てくれたのは、 ３年生から始まるゼミ活動であった。先生や、いつも周り
にいる仲間達に刺激されたことで、「これから頑張ればいいだけなんだ」と
思えるようになった。行きたい大学に合格するのがゴールではなく、入っ
た大学でどう頑張るかということが最も大切なのだ。このような意識の変
化によって、目の前のことからコツコツとこなしていくようになり、目標
のスタート地点である教員採用試験合格を果たすことができた。「継続は力
なり」。新生活に期待と不安を抱く現在であるが、恩師に頂いたこの言葉を
胸に、教師としての精進を重ねていく所存である。

素晴らしい先生方と仲間に出会えた
国文学科　下  村  紗  瑛
 進学先  皇學館大学大学院 

　キャンパスライフに緊張と期待を抱いていた入学当
初、４年間の大学生活は極々長いものだと思っていた。だが、
満ち足りたこの ４年間は、あっという間に過ぎていった。本学に入学して
一番良かったことは、素晴らしい先生方と仲間に出会えたことである。授
業やゼミの課題など友人に助けられたことも多く、楽しい日々を過ごせた。
少々難局に見舞われることもあったが、有意義な学生生活を送ることがで
きたといえる。
　また、所属した中古文学ゼミでは『源氏物語』について研究し、その面
白さと奥深さを知ることができた。卒業論文では先行研究に新見を提示し、
４年間の学修の集大成となった。
　卒業後、大学院に進学し、『源氏物語』における語り手について研究する。
先行研究に異を唱え、見識を示せるよう日々精進していきたい。ゆくゆく
は研究者を志すつもりである。

皇學館で学んだことを誇りに
現代日本社会学科　柴  原  未  菜
 就職先  志摩市役所

　皇學館大学での ４年間は主体的に物事に取り組む力を
培えた期間であった。入学以前は自分から行動を起こすと
いうことが苦手であった。しかし現代日本社会学部の講義やゼミを通じ自
分を良い方向に変えていくことができたと思う。また課外活動にも力を入
れた。大学では課外活動に対する支援が充実しているため、 １ 年次はCLL
活動、 ２・ ３年次は地元でボランティア活動を積極的に行った。これらの
ことが卒業論文や就職活動にも繋がっていった。ゼミの仲間、一緒に活動
してくれた先輩後輩、公務員試験の勉強を共に頑張った友だちの支えがあ
り充実した毎日であった。
　高校入学から ７年間皇學館で学んだことを誇りに思い、これからは社会
人として地域に貢献していきたい。
　最後に、指導教員をはじめお世話になった先生方に感謝しています。本
当にありがとうございました。

「正直・勤勉・謙虚」を胸に
国史学科　服　部　　萌
 就職先  株式会社CSCサービス

　思い出となりゆく日々を名残惜しみつつも、それは非
常に満ち足りた時間であったことを実感します。恩師や友
人、本や言葉、多くの出会いは私を成長させてくださいました。また、興
味深い授業の数々、フィールドワークといった学びを深める機会にも恵ま
れました。まるで柔らかい陽だまりに包まれているような、穏やかで心地
よい毎日でありました。
　とりわけ印象に残っている ３つの言葉があります。「正直・勤勉・謙虚」
です。お世話になった教授が「人生において大切なこと」として、度々お
話してくださいました。その度にノートに書き留め、繰り返し意識して過
ごしておりました。後に就職活動や卒業論文に臨んだ際にも、実践出来た
と思います。
　振り返ると、様々な出会いに支えられた ４年間でありました。はかり知
れないご恩に報いるべく、今後も努めて参ります。

回り道をしたからこそ見えた景色
神道学専攻科　本  郷  智  裕
 奉職先  護王神社

　専攻科に入って良かった。本当に心の底からそう思っ
ている。
　「新型コロナウイルス」に非常に悩まされた １年間であった。入学式や倉
陵祭など、様々な行事やイベントが中止・規模縮小となり、オンライン授
業やリモート実習が行われるなど、例年とは全く異なった学生生活を送る
こととなった。
　しかし私は、非常に充実した １年間であったと思っている。専攻科では
様々な経歴を持った方々が集い、皆が同じ目標に向かって切磋琢磨してい
く。専攻科に入ったからこそ出会えた仲間がいて、学べたことや経験でき
たことがある。この １年間は人生にとって少し遠回りをした １年間かもし
れない。しかし、この回り道があったからこそ、見えた景色があると思っ
ている。
　専攻科に入って本当に良かった。入学を後押ししてくれた両親や祖父母、
１年間お世話になった先生方や大学関係者の皆様に心から感謝したい。

私の人生を変えたCLL活動
コミュニケーション学科　玉  津  由  梨
 就職先  株式会社ココカラファイン

　 ４年間というのはもっと長く感じるはずなのに、本当
に短く感じた。皇學館大学に入学して、素敵な友だちがで
きて、たくさん遊んで写真を撮った。私には何にも代え難い思い出がたく
さんできた。この学生生活の中で打ち込んできたCLL活動「広報いせプロ
ジェクト」は本当に私の人生を大きく変えた。様々な学生や社会人と交流
でき、卒業作品でもオリジナルの広報を作成した。この経験を通して、何
事にも意欲的に「まずやってみる」ことの大切さを知った。
　入学当初から有り難いことに伊勢で一人暮らしをさせてもらい、何の不
自由もなく ４年間を過ごすことができたのは、他でもない両親のおかげだ。
これからは不安でいっぱいの社会人になるわけだが、少しずつになってし
まうかもしれないが、両親にたくさん恩返しをしていくつもりだ。
　大変な時期の中、大学生活を過ごされている学生の皆様、思うようにい
かないことが多いと思いますが、友だちに会ったときにはたくさんの思い
出を写真に残し、家族には感謝の気持ちを伝えてください。

濃厚で充実した２年間
大学院国史学専攻　扇  野  耕  多
 就職先  NPO法人松阪歴史文化舎（学芸員）

　思えば、大学院に入学してからの ２年間はとても充実
したもので、学部では味わえないような濃厚な時間を過ご
すことができた。まず、大学院の講義や演習は学部と比較して水準が高い
ため、授業の準備は大変であった。しかし、先生方からのご教授や、その
内容に関して議論を重ねていくことで、歴史学に対する理解を一層深める
ことができた。
　また授業のほかに、史料の整理や展示の補助をさせていただく機会があ
った。そこでは、史料の扱い方や調査方法、展示方法などの専門的知識が
得られたばかりではなく、それを未来へ伝えるとともに、展示によってよ
り多くの人々へ伝えることの大切さを学んだ。
　最後に、ご指導してくださった先生方、先輩方には大変お世話になった。
この場を借りて感謝申し上げたい。この ２年間で学んだことを今後に役立
てていきたい。

卒
業
生
随
想
春
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
志
す
道
を
歩
き
始
め
る
卒
業
生
た
ち
。
学
生
生
活
を
振
り
返
り
、

彼
ら
の
胸
中
に
去
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
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令和２年度 学長奨励賞
●
●
●
●
●

教
職
員
人
事

令
和
２
年
度

奨
学
金
授
与
者

学
外
奨
学
金
授
与

学
内
奨
学
金
授
与

大
き
く
変
わ
っ
た
５
年
半

文
学
部
准
教
授　

小
堀
洋
平

皆
様
方
に
感
謝

　
高
等
学
校
教
諭　

小
林
万
政

1● 退任によせて
令和 ２年度奨学金授与者 ほか

2−3●【特別企画】
学長×学生 座談会「コロナで得た学びと気づき」

4● 令和 ２年度 CLL活動報告会 ほか

2−4● デキゴトロジー

　
こ
の
３
月
ま
で
５
年
半
、
文
学
部

国
文
学
科
に
勤
め
ま
し
た
。
近
代
文

学
関
係
の
授
業
を
主
に
受
持
ち
ま
し

　
私
は
大
学
院
を
卒
業
後
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
と
し
て
経
験
を
重
ね
た
の

ち
、
皇
學
館
大
学
に
て
教
鞭
を
執
る

に
至
り
ま
し
た
。
６
年
間
、
主
に
経

営
学
に
関
係
す
る
分
野
を
教
え
て
お

り
ま
し
た
。

　
常
に
心
に
置
い
て
い
た
の
は
、
勉

学
に
励
む
学
生
た
ち
に
、
他
者
の
た

め
に
献
身
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

き
が
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。そ
の
た
め
に
講
義
で
は
、

知
識
を
与
え
る
こ
と
以
上
に
、
実
り

あ
る
人
生
と
は
い
か
な
る
も
の
か

を
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
て
お

り
ま
し
た
。

　
い
ま
私
が
皇
學
館
を
去
る
理
由

は
、
そ
の
延
長
に
あ
り
ま
す
。
学
生

の
み
な
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
人
の
た

め
に
。
と
り
わ
け
、
日
本
で
働
く
人

び
と
の
幸
せ
の
た
め
に
。
そ
う
す
る

こ
と
が
、
皇
學
館
に
身
を
置
き
、
実

学
と
し
て
の
経
営
学
を
研
究
し
て
き

た
人
間
と
し
て
の
使
命
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

　
私
は
愛
国
者
で
あ
り
、一
般
に「
保

た
が
、
そ
の
内
容
は
着
任
か
ら
退
任

ま
で
の
あ
い
だ
に
、
か
な
り
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
あ
る
講

義
を
履
修
し
て
い
た
学
生
が
、
新
年

度
の
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
、「
内
容
が
全

然
ち
が
う
の
で
驚
い
た
」
と
言
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
53
年
に
22
歳
で
本
校
に

着
任
し
、
43
年
に
な
り
ま
す
。
初
め

て
担
任
し
た
生
徒
は
58
歳
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
ま
で
何
と
か
や
っ
て
こ
れ

た
の
は
、
周
囲
の
方
々
の
お
か
げ
だ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
着
任
当
初
、
授
業
は
何
と
か
こ
な

し
て
も
、
担
任
業
務
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
、
先
輩
の
先
生
方

に
訊
き
ま
く
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
礼

や
終
礼
の
途
中
で
も
、
隣
の
ク
ラ
ス

の
先
生
に
訊
き
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
私
は
教
員
と
し
て
足
り
な
い
点
が

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
周
囲
の
先

生
方
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
年
数

が
経
つ
と
、
卒
業
生
に
助
け
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
が
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
学
校
の

職
務
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
も
周
囲
の
先
生
方
に

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
面
目
で
熱

心
な
先
生
方
ば
か
り
で
、
昼
休
み
も

放
課
後
も
、
生
徒
の
面
談
や
教
科
指

導
を
行
う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
恵
ま
れ
た
43
年
間
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
皇
學
館
は
地
域
か

ら
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
存
在
と
な
る
で
し
ょ
う
。
皇
學
館

の
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
ま
っ
た
く
手
探
り
の
状

況
で
、
作
品
論
を
志
向
し
た
こ
と
も

あ
れ
ば
、
あ
る
一
年
の
代
表
的
作
品

を
比
較
す
る
文
学
史
的
方
向
を
目
指

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
構
成
素
分

析
な
ど
と
い
う
、
実
験
的
方
法
を
試

み
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

ふ
う
に
、
い
わ
ば
右
す
べ
き
か
左
す

べ
き
か
決
め
か
ね
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
、
曲
が
り
な
り
に
も
授
業
の
方
向

性
が
定
ま
っ
て
き
た
の
は
、
着
任
３

年
目
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
内
容
と

し
て
は
、
や
は
り
私
の
本
来
の
専
門

で
あ
る
自
然
主
義
を
中
心
と
す
る
、

現
実
探
究
の
文
学
。
授
業
方
法
と
し

て
は
、
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
、
歴

史
的
に
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
く
。

　
　
こ
の
あ
い
だ
に
、
着
任
の
こ
ろ

私
の
持
っ
て
い
た
観
念
的
な
考
え
方

が
す
こ
し
で
も
変
化
し
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
一
人
ひ
と
り

の
学
生
た
ち
の
現
実
の
生
活
に
触

れ
、
そ
の
言
葉
と
行
動
に
接
し
た
お

か
げ
で
す
。

守
」
と
呼
ば
れ
る
人
間
で
す
。
日
本

の
「
保
守
」
は
、
こ
れ
ま
で
経
営
学

に
は
、
さ
ほ
ど
目
を
向
け
て
こ
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

近
ご
ろ
の
日
本
経
済
の
退
廃
を
招
い

た
の
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
想
像

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
日
本
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
に
、
古
き
よ
き
日
本

の
心
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た

ら
。
ま
た
、
他
者
と
と
も
に
支
え
あ

い
、
他
者
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を

喜
び
と
す
る
世
界
が
で
き
た
ら
。
そ

の
よ
う
な
理
想
を
追
い
求
め
て
、
私

は
皇
學
館
を
出
立
す
る
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。

　
私
は
、
学
問
が
実
用
の
僕
と
な
る

こ
と
を
恥
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
力
を
、
日
本
の
未

来
の
た
め
に
大
い
に
活
用
す
る
こ
と

を
、
約
束
し
ま
す
。

退
任
に
よ
せ
て

た
だ
、日
本
の
未
来
の
た
め
に

現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授　

遠　

藤　
　

司

　

大　
　

学

 

退 

職 

文
学
部
准
教
授�

小
堀
　
洋
平

文
学
部
助
教�

黒
田
　
宗
篤

文
学
部
助
手�

田
井
　
健
治

教
育
学
部
特
命
教
授�

加
藤
茂
外
次

教
育
学
部
特
命
教
授�

小
孫
　
康
平

教
育
学
部
特
命
教
授�

深
草
　
正
博

現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授�

遠
藤
　
　
司

学
生
支
援
部
就
職
担
当
課
長�

伊
東
　
雅
法

学
生
支
援
部
学
生
担
当
主
査�

山
際
　
直
子

学
生
支
援
部
学
生
担
当 

精
華
寮 

寮
長�

渡
部
　
年
晴

学
生
支
援
部
教
職
支
援
担
当 

教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

掛
橋
　
　
純

学
生
支
援
部
学
生
担
当 

事
務
嘱
託�

歌
代
　
勇
祐

高　
　

校

 

退 

職 

高
校
教
諭�

小
林
　
万
政

高
校
常
勤
講
師�

切
通
　
規
裕

高
校
常
勤
講
師�

松
村
　
峻
佑

中 

学 

校

 

退 

職 

中
学
校
教
諭�

橋
本
　
真
人

中
学
校
常
勤
講
師�

安
井
英
里
子

■団体の部
駅伝競走部
●秩父宮賜杯第52回全日本大学駅伝対校選手権

大会出場、17位（11／１）、東海地区２枠獲得、チー
ム新記録

ふみくら倶楽部
●第22回図書館総合展_ONLINEフォーラム「第

５ 回全国学生協働サミット」へのパネリスト登壇 
（11／15）、実行委員メンバーへの就任（11／15）

●令和 ２ 年度三重県図書館協会図書館振興事
業助成金事業「名張市 これからの図書館につ
いて考えるシンポジウム」パネリスト登壇（２／21）

■個人の部
川  瀬  翔  矢（現日 ４ ）

●秩父宮賜杯第52回全日本大学駅伝対校選手権
大会出場、２ 区区間賞、17人抜き（11／１）

●第１０４回日本陸上競技選手権大会・長距離種目
兼 東京２０２０オリンピック競技大会 日本代表選
手選考競技会男子５０００ｍ出場、４ 位（12／４）

池  邉  龍  平（国文 ２ ）

●２０２０年度全日本大学学生スポーツ射撃選手権
大会 第67回男子総合10ｍエアライフル立射60
発競技出場、８ 位（11／12〜11／15）

岡  村  真  衣（国文 ４ ）

●日本図書館研究会月例研究会報告会への登壇 
（９／12）

●「Library of the Year 2020」史上最年少の審査
員（11／５）

●第22回図書館総合展_ONLINEで個人フォーラム
「図書館と手品資料をつなぐ〜手品資料を残す
には〜」を企画・開催（11／28）、個人フォーラムを開
催したのは全国でただ １ 人

河  野  亜  美（国文 ４ ）

●学部生で史上初のビブリオバトル普及委員会理
事就任（ ６ 月）、三重県内のビブリオバトル普及 
活動の経緯をまとめた投稿原稿の採択と掲載 

（ ９ 月）
●全国規模のフォーラム「ビブリオバトル・シンポジウ

ム２０２０」の実行委員長（11月）

市  川  桃  子（国文 ３ ）

●大学生によるビブリオバトル全国大会「大学ビブ
リオバトル・オンライン大会２０２０」優秀賞、ベスト５

　
皇
學
館
で
の
５
年
半
を
、
私
は
自

分
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
の
時
期
と

し
て
記
憶
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
●
給
付
奨
学
金（
10
万
円
）

国
文
学
科
３
年�

鈴
山
勁
太
郎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

河
宮
　
優
香

教
育
学
科
３
年�

中
田
　
朱
音

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年 

�

佐
藤
　
　
空

●
岡
田
奨
学
金（
10
万
円
）

現
代
日
本
社
会
学
科
４
年 

�

杉
村
　
真
子

教
育
学
科
３
年�

本
田
　
果
穂

国
史
学
科
２
年�

世
古
　
千
夏

国
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年 

�

池
上
　
遥
平

神
道
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
２
年 

�

足
立
　
　
涼

●
長
谷
奨
学
金（
10
万
円
）

国
史
学
科
４
年�

中
屋
　
早
貴

神
道
学
科
３
年�

石
川
　
紗
菜

●
慶
光
院
俊
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
科
４
年�

田
中
　
南
帆

神
道
学
科
３
年�

千
蔵
　
富
貴

●
安
部
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
科
４
年�

田
中
　
千
晴

神
道
学
科
３
年�

畠
山
　
裕
成

神
道
学
科
２
年�

喜
舎
場
朝
喬

神
道
学
専
攻
１
年�

大
西
　
祥
平

●
館
友
会
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
科
３
年�

中
谷
　
　
聡

国
文
学
科
３
年�

市
川
　
桃
子

国
史
学
科
３
年�

小
松
　
侑
未

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

坂
井
　
月
花

教
育
学
科
３
年�

中
西
　
陽
菜

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年 

�

井
村
　
月
南

●
萼
の
会
教
育
奨
励
賞�

�

（
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分
）

神
道
学
科
４
年�

朝
倉
　
正
樹

国
文
学
科
４
年�

須
崎
亜
莉
沙

国
史
学
科
４
年�

髙
木
　
和
真

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
４
年 

�

市
川
真
理
子

教
育
学
科
４
年�

佐
伯
穂
乃
香

教
育
学
科
４
年�

佐
脇
美
登
梨

現
代
日
本
社
会
学
科
４
年 

�
吉
川
　
享
良

神
道
学
科
３
年�
池
田
　
　
岳

国
文
学
科
３
年�
庄
山
　
美
有

国
史
学
科
３
年�

中
林
　
弥
奈

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年 

�

汐
崎
　
玲
奈

教
育
学
科
３
年�

瀧
口
　
陽
菜

教
育
学
科
３
年�

田
中
　
美
有

現
代
日
本
社
会
学
科
３
年 

�

引
地
　
智
哉

神
道
学
科
２
年�

岡
田
　
英
亮

国
文
学
科
２
年�

辻
　
希
乃
華

国
史
学
科
２
年�

岡
野
　
　
匠

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年 

�

天
野
　
　
麟

教
育
学
科
２
年�

出
口
　
真
尋

教
育
学
科
２
年�

山
本
　
晴
菜

現
代
日
本
社
会
学
科
２
年 

�

清
水
　
亜
美

　　
◆
神
社
本
庁
育
英
奨
学
金�

�

（
30
万
円
）

神
道
学
科
４
年�

松
村
　
明
洋

神
道
学
科
４
年�

八
鳥
　
亜
未

神
道
学
科
２
年�

松
村
　
壮
透

◆
神
社
本
庁
育
英
奨
学
金�

�

（
50
万
円
）

神
道
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
１
年 

�

内
堀
　
詔
太

◆
伏
見
稲
荷
大
社
奨
学
金�

�

（
24
万
円
）

神
道
学
科
４
年�
閑
田
　
翔
太

◆
神
宮
特
別
奨
学
金（
20
万
円
）

神
道
学
科
４
年�
丹
生
谷
悟
士

神
道
学
科
３
年�

中
井
　
達
也

◆
全
国
敬
神
婦
人
連
合
会

奨
学
金（
15
万
円
）

神
道
学
科
３
年�

本
塚
　
　
舞

◆
八
坂
神
社
奨
学
金（
10
万
円
）

神
道
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年 

�

清
水
野
佑
季

令
和
２
年
度
に
退
職
さ
れ
た
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
3
年
3
月
31
日
付

5 皇 學 館 学 園 報（全学一体 第167号 合併号）　●K-らいふ� 令和 3年 3月31日1



大　
　
　

学

４
月

	

３
日	

◦
入
学
式

	

10
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
開
始［
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
］

〜
９
月
12
日 

通
常
講
義
終
了

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

25
日	

◦
ゼ
ミ
科
目（
初
年
次
ゼ
ミ
、３
・
４
年
ゼ
ミ
）大
学
院
科
目
の
対
面
授
業
再
開

	
	

◦
体
温
を
測
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
検
温
所
設
置
）
〜
６
月
６
日

	

29
日	

◦
臨
時
大
祓
式

６
月

	

１
日	

◦
対
面
授
業
再
開（
受
講
者
１
０
０
名
ま
で
の
科
目
）

	

７
日	

◦
学
校
見
学
・
入
試
説
明
会（
三
重
県
内
在
住
の
受
験
生
対
象
）

	

13
日	

◦
学
校
見
学
・
入
試
説
明
会（
附
属
高
校
生
対
象
）

	

19
日	

◦
対
面
授
業
再
開（
受
講
者
１
０
０
０
名
ま
で
の
科
目
）

	
	

◦
特
奨
生
・
特
待
生
激
励
会
、大
学
院
奨
学
金
授
与
式

	

20
日	

◦
学
校
見
学
・
入
試
説
明
会（
三
重
県
内
在
住
の
受
験
生
対
象
）

	

25
日	

◦
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
プ
レ
ゼ
ン

	
	

◦
高
松
奨
励
賞
授
与
式

	

27
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈『
日
本
書
紀
』を
読
む　

応
神
天
皇
�
〉 

大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）

７
月

	

１
日	

◦
博
士
学
位
授
与
式

	

2
日	

◦
バ
ー
チ
ャ
ル
博
物
館「
お
う
ち
で
神
道
博
物
館
」配
信
開
始

	

11
日	

◦
学
校
見
学
・
入
試
説
明
会（
受
験
生
の
み
対
象
）

	

12
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
受
験
生
の
み
対
象
）

	

13
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
22
日

	

17
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０〈『
日
本
書
紀
』と『
古
事
記
』〉 

板
東
洋
介（
神
道
・
准
教
授
）

	

20
日	

◦
選
挙
啓
発
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結（
伊
勢
市
選
挙
管
理
委
員
会
、三
重
県
選
挙
管
理
委
員
会
）

８
月

	

９
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
受
験
生
の
み
対
象
）

	

11
日	

◦「W
eb

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン

９
月

	

10
日	

◦「
み
え
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー
」講
演
セ
ミ
ナ
ー〈
日
本
書
紀
に
学
ぶ
〉 

荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

12
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
皇
室
の
基
礎
知
識
Ⅳ　

天
皇
陵
の
歴
史　

〉 

松
本
丘（
神
道
・
教
授
）

	
	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
古
代
天
皇
と
名
張
〉 

清
水
潔（
学
事
顧
問
・
名
誉
教
授
）

	

19
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
伊
勢
神
道
の
成
り
立
ち
〉 

岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）

	

26
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
日
本
書
紀
の
成
立　

神
話
と
歴
史
〉 

遠
藤
慶
太（
国
史
・
教
授
）

	

30
日	

◦
９
月
学
位
記
授
与
式（
卒
業
式
）

10
月

	

１
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
令
和
３
年
１
月
27
日 

通
常
講
義
終
了

	
	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
７
日

	

３
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈『
日
本
書
紀
』と
天
武
天
皇
〉 

荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

４
日	

◦
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会

	
	

◦
萼
の
会
保
護
者
会

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

24
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
１
・
２
年
生
対
象
）

	
	

◦
入
試
説
明
会
・
個
別
相
談（
３
年
生
対
象
）

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
消
え
た「
系
図
一
巻
」〉 

荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

29
日	

◦
寮
主
催
教
育
講
演
会〈
部
下
の
命
を
預
か
る
と
は
〉
渡
部
年
晴
氏（
精
華
寮
寮
長
）

	

31
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 G

IS D
ay in 

伊
勢
２
０
２
０［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

11
月

	

１
日	

◦
秩
父
宮
賜
杯
第
52
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
出
場

	

12
日	

◦
四
日
市
市
熟
年
大
学（
専
攻
課
程
）〈
令
和
御
大
礼
の
成
果
と
課
題
〉 

佐
野
真
人（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	
	

◦
国
文
学
会
講
演
会〈
三
島
由
紀
夫
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン　

豊
か
な「
誤
読
」と
変
奏

の
世
界　

〉
有
元
伸
子
氏（
広
島
大
学
教
授
）［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	
	

◦
皇
學
館
大
學
史
學
會
講
演
会〈
日
本
武
尊
と
穴
海　

備
後
国
の
交
通
路
か
ら　

〉 

遠
藤
慶
太（
国
史
・
教
授
）

	

14
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
伊
勢
神
宮
と
東
大
寺
〉
多
田
實
道（
国
史
・
教
授
）

	

19
日	

◦
現
代
日
本
塾〈
地
方
創
生
の
取
組
に
つい
て（
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェク
ト
、ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、明

和
観
光
商
社
）〉
千
田
良
仁（
現
日
・
教
授
）

	

20
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
21
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト（
動
画

審
査
）結
果
発
表

	

24
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
12
月
４
日

	

28
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』を
読
む
〉 

岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）

12
月

	

３
日	

◦
学
内
奨
学
金
授
与
式

令
和
２
年
度

デ
キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
行
事
日
誌

一
長
一
短
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

〜コロナ禍の一年を振り返って〜
コロナで得た学びと気づき

【特別企画】学長×学生座談会
〜コロナ禍の一年を振り返って〜

コロナで得た学びと気づき

　新型コロナウイルスの影響により大学生活が一変した令和
２年度。オンライン授業の導入や対面機会の減少・中止が相
次いだ就職活動、新しい生活様式への対応などコロナ禍に揺
れた一年を振り返り、齋藤平教育開発センター長（取材時）の
司会のもと、学長、学生たちが率直に意見を交わした。

座
談
会
メ
ン
バ
ー

河 野 　訓学長
齋 藤 　平教授（教育開発センター長）
西 澤 美 羽さん（国史 ４ 年）

中 妻 和 哉さん（教育 ３ 年）

鈴 木 美 結さん（現日 １ 年）　� ※学年は取材時

齋
藤
教
授
◦
本
学
で
は
他
大
学
に
先

駆
け
５
月
の
連
休
ま
で
に
春
学
期
全

体
の
約
６
割
に
あ
た
る
科
目
を
オ
ン

ラ
イ
ン
開
講
し
ま
し
た
が
、
前
例
の

な
い
状
況
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

受
け
た
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
◦
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や

す
く
、
難
し
い
と
こ
ろ
は
繰
り
返
し

視
聴
で
き
た
点
が
よ
か
っ
た
で
す
。

一
方
で
、
録
画
だ
っ
た
の
で
講
師
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

ず
、
長
時
間
の
授
業
は
集
中
力
を
維

持
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

中
妻
◦
自
分
の
ペ
ー
ス
で
好
き
な
時

間
に
取
り
組
め
る
の
で
、
時
間
を
有

効
活
用
で
き
ま
し
た
。た
だ
、Wi-Fi

の
関
係
で
視
聴
で
き
な
か
っ
た
り
、

履
修
し
て
い
る「
書
道
」は
実
践
的
な

科
目
で
身
体
で
覚
え
る
と
い
う
か
、

身
振
り
手
振
り
で
瞬
間
の
感
覚
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
、
苦

労
し
ま
し
た
。

西
澤
◦
私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
経

験
し
ま
し
た
。
自
然
体
で
臨
め
た
も

の
の
、
自
分
の
感
情
の
細
部
ま
で
き

ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
不
安
に

感
じ
ま
し
た
。

齋
藤
教
授
◦
我
々
教
員
に
と
っ
て
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
未
知
の
領
域
で

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
授
業
を
配
信
す
る
案
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
の
ネ
ッ

ト
環
境
を
考
慮
し
、
随
時
視
聴
で
き

る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。
じ
つ
は
先
生
方
に
は
授
業
の

組
み
立
て
に
つ
い
て
、
15
分
の
講
義

と
確
認
の
小
テ
ス
ト
や
意
見
交
換
な

ど
で
30
分
の
塊
を
作
り
、
そ
れ
ら
を

３
つ
併
せ
て
90
分
に
し
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
講

義
が
長
時
間
と
な
っ
た
授
業
が
あ
っ

た
の
は
反
省
点
で
す
。
次
に
視
聴
状

況
を
分
析
す
る
と
、
１
つ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
平
均
５
回
程
度
見
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
何
度
も
視
聴

で
き
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
一

方
、先
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
た「
書
道
」の

よ
う
に
直
接
手
ほ
ど
き
を
う
け
な
い

と
伝
わ
り
に
く
い
も
の
も
あ
る
。
大

学
と
し
て
は
対
面
授
業
を
再
開
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
推
し
量
っ
て
い
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
ご
判
断

に
つ
い
て
学
長
か
ら
ご
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

河
野
学
長
◦
一
日
も
早
く
と
の
思
い

は
あ
っ
て
も
、
政
府
や
三
重
県
の
動

き
を
注
視
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
通
学

に
際
し
電
車
内
が
密
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
な
ど
学
外
や
周
り
の
状
況
を

含
め
て
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
結
果
、
ゼ
ミ
や
大
学

院
等
の
科
目
は
５
月
25
日
か
ら
、
受

講
者
１
０
０
名
以
内
で
対
面
指
導
が

可
能
な
科
目
は
６
月
１
日
か
ら
と
段

階
的
に
再
開
し
ま
し
た
が
、
関
東
圏

の
大
学
な
ど
は
ほ
ぼ
１
年
間
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
非
常
に
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３ 月15日に記念館で行われた座談会
後列左から河野学長、齋藤教授、前列左から西澤さん、鈴木さん、中妻さん
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５
日	

◦
共
催
講
座 

１
日・短
期
講
習
会〈『
日
本
書
紀
』の「
別
巻
」を
め
ぐ
って　

奈
良
時
代

の
ア
ー
カ
イ
ブ　

〉
荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

11
日	

◦
高
田
高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結

	

17
日	

◦
現
代
日
本
塾〈
未
来
の
大
人
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
〉
山
岡
茂
治
氏（
一
般
社
団
法

人
未
来
の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
代
表
）

	

24
日	

◦
日
本
書
紀
撰
上
千
三
百
年
記
念
祭
典
・
講
演	

〈「
稽
古
照
今　

日
本
書
紀
の
修
撰
」〉
清
水
潔（
学
事
顧
問
・
名
誉
教
授
）

	

25
日	

◦
大
祓
式

１
月

	

７
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
14
日

	

16
日	

◦
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〜
17
日

	

25
日	

◦
学
長
奨
励
賞
授
与
式

２
月

	

６
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
名
張
の
言
葉　

名
張
市
史
の
調
査
か
ら　

〉 

齋
藤
平（
国
文
・
教
授
）

３
月

	

４
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
２
回
英
語
発
信
力
コ
ン
テ
ス
ト（
動
画
審
査
）結
果
発
表

	

６
日	

◦
令
和
２
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
報
告
会［
オ
ン
ラ
イ
ン
・
会
場
参
加
併
用
開
催
］

	

18
日	

◦
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式（
卒
業
式
）

	

21
日	

◦
佐
古
前
理
事
長
一
年
祭
並
び
に
偲
ぶ
会

	

31
日	

◦
新
入
生
登
学
日

　

高　
　
　

校

４
月

	

８
日	

◦
始
業
式

	

９
日	

◦
入
学
式

	

10
日	

◦
臨
時
休
校
開
始
〜
５
月
16
日

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

	

５
月

	

18
日	

◦
１
年
生
登
校
日

	

19
日	

◦
２
年
生
登
校
日

	

20
日	

◦
３
年
生
登
校
日

	

25
日	

◦
個
人
面
談（
全
学
年
）
〜
26
日

	

27
日	

◦
１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

	
	

◦
２
・
３
年
生
個
人
面
談

６
月

	

８
日	

◦
対
面
式

	

15
日	

◦
校
友
会
総
務
委
員
会

	

17
日	

◦
月
次
祭（
講
話
）

７
月

	

９
日	

◦
期
末
考
査
〜
15
日

	

15
日	

◦
校
友
会
本
部
役
員
立
会
演
説
会

	

22
日	

◦
人
権
学
習
①

	

29
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
30
日

	

31
日	

◦
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
２
０
２
０
こ
う
ち
総
文
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
〜
10
月
31
日

	
	

◦
終
業
式

８
月

	

１
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
16
日

	

17
日	

◦
始
業
式

	
	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

９
月

	

12
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ⅰ
〜
13
日

	

17
日	

◦
皇
高
祭

10
月

	

15
日	

◦
中
間
考
査
〜
20
日

	

17
日	

◦
神
嘗
祭（
休
校
日
）

	

23
日	

◦
み
え
高
文
祭
〜
25
日

	

29
日	

◦
２
年
体
育
大
会

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日

	

31
日	

◦
３
年
体
育
大
会

11
月

	

５
日	

◦
公
開
授
業

	

10
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
２
年
）

	

15
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ⅲ

　

中　
　
　

学

４
月

	

６
日	

◦
始
業
式

	

７
日	

◦
入
学
式

	

８
日	

◦
対
面
式　

１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
〜
９
日

	

10
日	

◦
休
校
日

	

13
日	

◦
午
前
中
、学
級
指
導

	

14
日	

◦
臨
時
休
校
開
始

５
月

	

7
日	

◦
リ
モ
ー
ト「classroom

」開
始

	

21
日	

◦
登
校
授
業
日

	

26
日	

◦
登
校
授
業
日

６
月

	

１
日	

◦
平
常
授
業
開
始

	

16
日	

◦
ス
マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

	

17
日	

◦
月
次
祭
遙
拝
式

	

19
日	

◦
第
１
回
実
力
テ
ス
ト

７
月

	

２
日	

◦
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

	

20
日	

◦
中
間
考
査
〜
21
日

	

25
日	

◦
中
体
連
夏
季
交
流
大
会（
剣
道
）

	
	

◦
中
体
連
夏
季
交
流
大
会	

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
〜
26
日

	

26
日	

◦
中
体
連
夏
季
交
流
大
会（
卓
球
）	

8
月
2
日

８
月

	

１
日	

◦
夏
季
休
業
開
始

	
	

◦
中
体
連
夏
季
交
流
大
会	

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

	

３
日	

◦
生
活
相
談
日
〜
４
日

	

17
日	

◦
授
業
開
始

	

27
日	

◦
第
２
回
実
力
テ
ス
ト

	

29
日	

◦
伊
勢
度
会
陸
上
大
会
〜
30
日

９
月

	

６
日	

◦
皇
中
祭
①

	

13
日	

◦
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

15
日	

◦
期
末
考
査
〜
17
日

10
月

	

２
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
５
・
６
日

	

６
日	

◦
終
業
式

	

７
日	

◦
秋
季
休
業
〜
９
日

	

12
日	

◦
始
業
式

	
	

◦
教
育
実
習
〜
31
日

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

18
日	

◦
体
育
大
会

	

20
日	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

29
日	

◦
第
３
回
実
力
テ
ス
ト

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日

11
月

	

４
日	

◦
個
人
面
談
週
間

	

５
日	

◦
授
業
参
観

	

８
日	

◦
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

情
報
発
信
が
課
題

大
学
の
価
値
は
授
業
だ
け
で
は
な
い

〝
当
た
り
前
〟の
有
難
み
に
気
づ
く

齋
藤
先
生
は
じ
め
多
く
の
教
職
員
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
返
上
し
て

事
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

齋
藤
教
授
◦
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
対
面
授
業
の
方
が
や
り
や
す

か
っ
た
で
す
か
？

鈴
木
◦
や
は
り
顔
を
見
た
方
が
授
業

は
受
け
や
す
か
っ
た
で
す
。

中
妻
◦
先
生
と
学
生
、
学
生
同
士
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
そ

れ
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ
な
方
向
へ
発

展
し
て
い
く
の
が
大
学
で
学
ぶ
意
義

だ
と
思
う
の
で
、
僕
も
対
面
の
方
が

理
屈
抜
き
で
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

齋
藤
教
授
◦
私
も
学
生
の
顔
を
見
な

が
ら
授
業
が
で
き
幸
せ
で
し
た
。
喋

る
側
も
聞
き
手
の
反
応
が
わ
か
る
対

面
の
方
が
楽
な
ん
で
す
よ
。
１
人
で

機
械
に
向
か
っ
て
吹
き
込
む
の
は
壁

に
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
の
と
一
緒

で
、
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
ね
。

齋
藤
教
授
◦
中
妻
さ
ん
がW

i-Fi

環

境
の
関
係
で
視
聴
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

学
がW

i-Fi

ル
ー
タ
ー
の
貸
出
や
情

報
処
理
教
室
の
開
放
を
し
て
い
た
こ

と
は
ご
存
知
で
し
た
か
？

一
同
、
首
を
横
に
振
る
。

齋
藤
教
授
◦
発
信
し
て
き
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
届
い
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
今
後
、
自
然
災
害
等
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
学
生
た
ち

の
通
信
環
境
を
細
か
く
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
ね
。
友
人
同

士
で
情
報
交
換
は
？

中
妻
◦
僕
は
あ
ま
り
機
械
に
詳
し
く

な
い
の
で
、
最
初
の
頃
は
所
属
し
て

い
る
野
球
部
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
使

い
方
な
ど
に
つ
い
て
頻
繁
に
や
り
取

り
し
て
い
ま
し
た
。

齋
藤
教
授
◦
概
ね
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
す

か
？
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
う
理
由
は
？

中
妻
◦
既
読
が
付
く
の
で
わ
か
り
や

す
い
で
す
。

齋
藤
教
授
◦
就
活
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

齋
藤
教
授
◦
学
生
生
活
全
般
に
つ
い

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

西
澤
◦
卒
業
論
文
を
書
く
際
に
必
要

な
史
資
料
が
集
ま
ら
ず
、
不
便
に
感

じ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

で
見
ら
れ
な
い
資
料
を
大
阪
府
内
の

施
設
に
請
求
し
た
ら
、一
部
を
除
き
、

来
館
し
て
直
接
見
て
く
だ
さ
い
と
。

齋
藤
教
授
◦
コ
ロ
ナ
で
得
ら
れ
た
教

訓
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
◦
自
粛
期
間
中
、
家
族
と
い
る

時
間
が
増
え
た
こ
と
で
改
め
て
そ
の

存
在
を
大
切
に
感
じ
ま
し
た
。
大
学

で
受
け
る
授
業
の
「
重
み
」
に
も
考

え
が
至
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
な
中

で
授
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
や
れ
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
や
り
、
ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

中
妻
◦
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
有

難
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た

し
、
た
と
え
ば
マ
ス
ク
を
着
け
る
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
っ

た
こ
と
は
一
部
の
人
が
実
行
し
て
も

意
味
が
な
く
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は

西
澤
◦
日
頃
、
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
友
人
以
外
の
人
に
対

し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
う
の
は
失
礼
に

あ
た
る
気
が
し
ま
す
。

河
野
学
長
◦
友
だ
ち
同
士
な
ら
気
軽

に
で
き
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
会
社
員

同
士
な
ら
普
通
は
メ
ー
ル
で
し
ょ
う

ね
。
大
学
か
ら
の
一
斉
メ
ー
ル
は
見

て
も
ら
え
ま
し
た
か
？

一
同
、
う
な
ず
く
。

齋
藤
教
授
◦
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
設
置
し
て
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情
報

や
大
学
の
方
針
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
見
て
い
ま
し

た
か
？

中
妻
◦
僕
は
学
生
と
し
て
大
学
側
の

考
え
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
頻
繁

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
部
活
動
の
メ
ン

バ
ー
と
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

河
野
学
長
◦
昨
年
の
３
月
以
降
、
私

で
も
、
そ
の
時
期
に
大
阪
に
行
く
の

は
非
常
に
怖
く
て
、
口
頭
試
問
で
も

先
生
方
と
「
〇
〇
の
資
料
が
欲
し
か

っ
た
ね
」と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
妻
◦
教
育
実
習
が
延
期
に
な
り
、

行
わ
れ
て
も
密
を
避
け
給
食
中
は
無

言
。
部
活
動
も
な
く
、
さ
ら
に
ア
ル

バ
イ
ト
も
で
き
な
く
て
、
こ
の
先
ど

み
ん
な
が
守
る
か
ら
こ
そ
効
果
を
発

揮
す
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
日
頃
か
ら
先
生
の
話
や
校
内

放
送
を
き
ち
ん
と
聞
く
習
慣
を
つ
け

て
い
る
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
切

な
話
を
聞
き
洩
ら
さ
な
い
な
ど
、
普

段
の
心
掛
け
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ

ビ
番
組
に
よ
っ
て
言
っ
て
い
る
こ
と

が
違
っ
た
り
、
噂
レ
ベ
ル
の
話
が
ネ

ッ
ト
上
で
拡
散
す
る
の
を
み
て
、
情

報
の
真
偽
、
正
確
性
を
見
極
め
る
力

を
座
長
と
し
て
週
に
１
度
コ
ロ
ナ
対

策
会
議
を
開
き
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

議
題
に
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
発
信
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
初
め
の
う
ち
は
あ

ま
り
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

気
が
し
ま
す
。
学
生
の
立
場
か
ら
情

報
発
信
に
関
し
て
要
望
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

西
澤
◦
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
一

旦Google

で
検
索
す
る
手
間
が
か

か
る
の
で
、
大
学
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
あ
れ
ば
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
見
ら
れ

て
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

河
野
学
長
◦
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
参

考
に
な
る
意
見
で
す
ね
。
大
学
と
し

て
も
模
索
し
な
が
ら
の
発
信
で
し

た
。
一
斉
メ
ー
ル
も
頻
繁
に
出
し
過

ぎ
る
と
見
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
内
容
や
回
数
を
厳
選
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

齋
藤
教
授
◦
大
事
な
情
報
が
埋
も
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら

ね
。
加
え
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
い
人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
得
意
な
人
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
と

い
う
風
に
、
多
様
な
使
い
方
に
あ
わ

せ
学
生
が
情
報
を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ネ

ル（
経
路
）を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
、
自
分
は
友
人
も
部
活
動
の
仲

間
も
い
ま
し
た
が
、
１
年
生
は
と
く

に
不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
◦
た
し
か
に
、
新
た
な
出
会
い

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
の
に
、
入

学
し
て
す
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な

っ
て
し
ま
い
落
ち
込
み
ま
し
た
。
対

面
授
業
が
始
ま
っ
て
も
み
ん
な
マ
ス

ク
を
し
て
い
る
の
で
顔
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
状
態
で
。
今
は
部
活
動
に
入

り
、
同
い
年
の
友
だ
ち
が
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
が
。

齋
藤
教
授
◦
大
学
の
環
境
づ
く
り
を

担
う
お
立
場
か
ら
学
長
の
ご
意
見

は
？

河
野
学
長
◦
他
の
大
学
の
先
生
方
と

話
を
す
る
中
で
再
認
識
し
た
の
は
、

大
学
の
価
値
は
授
業
だ
け
じ
ゃ
な
い

と
い
う
こ
と
。
同
学
年
の
人
も
い
れ

ば
、
先
輩
後
輩
や
先
生
方
、
教
育
実

習
に
行
け
ば
児
童
生
徒
と
も
関
わ
り

ま
す
。
い
わ
ば
人
間
交
流
の
場
を
提

供
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
授
業
外
の

余
白
の
時
間
で
先
生
や
学
友
と
親
交

を
深
め
な
が
ら
何
か
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
は
教
育
の
あ
り
方
と
し
て

も
望
ま
し
い
。
そ
の
役
割
が
欠
如
し

た
こ
の
一
年
は
大
学
に
と
っ
て
存
在

価
値
を
失
う
に
等
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
学
生
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

齋
藤
教
授
◦
学
生
の
安
心
安
全
を
確

保
す
る
た
め
と
は
い
え
、開
学
以
来
、

地
域
社
会
に
研
究
の
成
果
を
還
元
し

よ
う
と
開
い
て
き
た
月
例
文
化
講
座

の
中
止
も
苦
渋
の
決
断
で
し
た
ね
。

が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、
災
害
な
ど
不

測
の
事
態
が
起
き
た
と
き
に
も
い
え

る
こ
と
で
す
し
、
情
報
を
精
査
し
活

用
し
て
こ
そ
、
自
分
の
と
る
べ
き
行

動
が
わ
か
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

西
澤
◦
友
だ
ち
と
話
し
な
が
ら
勉
強

し
た
り
、
相
談
し
な
が
ら
卒
論
を
書

い
た
り
、
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た

こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
り
、
は

じ
め
て
そ
の
価
値
に
気
づ
き
ま
し

た
。
一
方
で
漫
然
と
広
げ
て
い
た
交

友
関
係
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な

っ
た
の
で
、
社
会
人
に
な
る
の
を
機

に
人
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
教
授
◦
大
学
で
は
ク
ラ
ウ
ド
型

の
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム「m

anaba

」

を
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
年
間
１

８
０
０
コ
マ
ほ
ど
あ
る
授
業
の
う

ち
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い

る
の
は
１
０
０
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で

す
よ
、
コ
ロ
ナ
以
前
は
。
今
で
は
全

授
業
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
急
速
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
加
速
す
る
と
い
う
思
わ
ぬ
副
産

物
で
す
よ
ね
。
さ
て
、
最
後
に
、
こ

の
緊
迫
し
た
状
況
が
終
息
し
た
ら
、

皆
さ
ん
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？

鈴
木
◦
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
好
き
な
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い

で
す
。

中
妻
◦
県
外
へ
遠
征
に
行
っ
た
り
、

他
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
い
で
す
ね
。

西
澤
◦
行
け
な
か
っ
た
卒
業
旅
行
を

し
た
い
ね
、
と
友
人
と
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

齋
藤
教
授
◦
皆
さ
ん
が
話
し
て
く
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に

で
き
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
日

が
１
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

河
野
学
長
◦
今
日
は
直
接
、
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
生
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河野訓 学長

西澤美羽さん

鈴木美結さん

齋藤平 教授中妻和哉さん
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19
日	

◦
２
年
生
宿
泊
研
修
〜
20
日

12
月

	

１
日	

◦
中
間
考
査
〜
３
日

	

４
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	
	

◦
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

	

10
日	

◦
校
友
会
選
挙

	

14
日	

◦
人
権
学
習

	

17
日	

◦
月
次
祭
神
宮
遥
拝

	

24
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
11
日

	
	

◦
Ｓ
講
座
課
外
〜
25
日

１
月

	

９
日	

◦
Ａ
日
程
入
試

	

12
日	

◦
授
業
開
始

	

15
日	

◦
第
４
回
実
力
テ
ス
ト

	
	

◦
火
災
避
難
訓
練

	

19
日	

◦
百
人
一
首
大
会

	
	

◦
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

	

23
日	

◦
Ｂ
日
程
入
試

	

27
日	

◦
学
校
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

２
月

	

10
日	

◦「
建
国
記
念
の
日
」の
講
演
会

	

15
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
18
日

３
月

	

８
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
10
日

	

11
日	

◦
３
年
生
を
送
る
会

	

13
日	

◦
卒
業
式

	

19
日	

◦
終
業
式

	

20
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
４
月
５
日

	

22
日	

◦
春
季
課
外
〜
24
日

	

21
日	

◦
１
年
体
育
大
会

12
月

	

１
日	

◦
卒
業
・
期
末
考
査
〜
５
日

	

10
日	

◦
人
権
学
習
②

	

19
日	

◦
３
年
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

	

22
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
23
日

	

24
日	

◦
終
業
式

	

25
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
７
日

１
月

	

８
日	

◦
始
業
式

	
	

◦
火
災
避
難
訓
練

	

12
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
１
年
）

	

16
日	

◦
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
〜
17
日

	

29
日	

◦
令
和
３
年
度
入
学
試
験

２
月

	

10
日	

◦「
建
国
記
念
の
日
」の
講
演
会

３
月

	

１
日	

◦
卒
業
式

	

２
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
６
日

	

10
日	

◦
人
権
講
演
会

	

23
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
〜
24
日

	

25
日	

◦
終
業
式

	

26
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
４
月
７
日

皇學館大学出版部 �

令和2年度新刊書籍のご案内
令和 2 年度に出版された新刊本のご紹介です。

◥神宮
御
師
資
料
第
９
輯

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
史
料
編
纂
所
編�

定
価
２
２
０
０
円 

Ａ
５
判
・
２
０
９
頁

伊
勢
神
宮
の
御
師
家
の
福
嶋
勘

左
衛
門
家
に
伝
来
し
た
福
島
真

悟
家
所
蔵
文
書
を
、完
全
な
形

で
翻
刻
。

◥肢体
不
自
由
教
育
の
変
遷　
昭
和
・
平
成
の
対
象
観　

山
本
智
子
著　

定
価
１
３
１
６
円　

四
六
判
・
１
１
７
頁

歴
史
的
・
文
献
的
研
究
か
ら
肢

体
不
自
由
教
育
の
対
象
観
の
変

遷
を
示
し
、今
後
の
教
育
の
可

能
性
を
問
い
か
け
る
。

◥堀至
徳
関
係
文
書

堀
至
徳
資
料
研
究
会
編　

 

池
田
久
代
編
著　

定
価
６
９
０
８
円　

Ａ
５
判
・
４
５
４
頁

近
代
日
本
の
仏
教
者
と
し
て
イ
ン
ド
に
留
学
し
、梵
語
と
イ
ン

ド
仏
教
の
原
点
を
探
求
し
た
堀
至
徳
の
書
簡
集
。
日
・
印
・
ア

ジ
ア
情
勢
の
一
端
が
開
示
さ
れ
る
。

ご注文の際は、大学ホームページから
お申込みください。

http://shuppan.kogakkan-u.ac.jp/

講
演
叢
書

【
１
７
８
〜
１
８
５
輯
】

即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
歴
史
と
文
学�

定
価
３
６
２
０
円

大
島
信
生
、加
茂
正
典
、佐
野
真
人
、

深
津
睦
夫
、岡
野
友
彦
、松
本 

丘
、

新
田 

均
、河
野 

訓

［
令
和
元
年
度
月
例
文
化
講
座
］

【
１
８
６
〜
１
９
０
輯
】

伊
勢
志
摩
の
く
ら
し
今
昔�

定
価
４
０
４
円

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

板
井
正
斉
、笠
原
正
嗣
、 

　
　

池
山 

敦
、千
田
良
仁
、 

　
　

齋
藤 

平

［
平
成
28
年
度
月
例
文
化
講
座
］

　
皇
學
館
で
の
５
年
半
を
、
私
は
自

分
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
の
時
期
と

し
て
記
憶
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
古
前
理
事
長
の
一
年
祭・偲
ぶ
会
を
斎
行

令
和
２
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
報
告
会

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は�

南
紀
み
か
ん
援
農
隊

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
２
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
報
告
会

が
３
月
６
日
、
６
２
１
教
室
に
て
行

わ
れ
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
７
活

動
の
み
が
会
場
で
発
表
し
、
そ
の
他

は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
な
っ
た
。

国勢調査への協力に
総務省から感謝状

　
令
和
２
年
度
国
勢
調
査
の
準
備
及
び

取
り
ま
と
め
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
学

校
法
人
皇
學
館
に
対
し
総
務
省
統
計
局

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
準
備
作
業
を
担
っ
た
の
は
公
務
員
を

志
望
す
る
現
代
日
本
社
会
学
部
の
学
生

10
名
。
産
業
社
会
実
習
の
一
環
で
、
昨

年
７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
６
週
間

に
わ
た
り
伊
勢
市
情
報
戦
略
局
情
報
政

策
課
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
行

っ
た
。
研
修
で
は
調
査
用
品
の
仕
分
け

や
発
送
準
備
、
各
種
説
明
会
の
設
営
準

備
等
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
真
摯
に
取

組
ん
だ
。
同
課
担
当
者
か
ら
は
「
お
か

げ
で
予
定
よ
り
早
く
準
備
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
本
番
の
調
査
に
臨
め

た
」
と
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

学
生
た
ち
も
座
学
で
学
ん
だ
国
勢
調
査

に
、
実
際
の
業
務
で
関
わ
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
作

業
を
的
確
に
こ
な
す
公
務
員
の
使
命
を

改
め
て
認
識
し
た
よ
う
だ
。

　
調
査
票
の
取
り
ま
と
め
は
伊
勢
市
と

の
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き
総
務
担
当

が
実
施
。
精
華
寮
や
貞
明
寮
、
ク
ラ
ブ

合
宿
所
を
対
象
に
調
査
票
の
配
布
、
回

収
、
不
備
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
き
め
細
や

か
に
対
応
し
、
伊
勢
市
に
提
出
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
23
日（
木
）
に
享
年
80
歳
で
帰
幽
さ
れ
た�

佐
古
一
洌
学
校
法
人
皇
學
館
前
理
事
長
、
松
尾
大
社
名
誉
宮

司
の
一
年
祭
並
び
に
偲
ぶ
会
が
令
和
３
年
３
月
21
日（
日
）に

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
営
ま
れ
た
。

　
祭
壇
に
は
衣
冠
単
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
佐
古
前
理
事
長

の
遺
影
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
周
り
に
は
神
社
界
、
教
育
界
、

松
尾
大
社
の
氏
子
崇
敬
者
様
を
は
じ
め
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
供
花
が
供
え
ら
れ
た
。

　
一
年
祭
は
斎
主
に
髙
向
正
秀
（
学
校
法
人
皇
學
館
常
務
理

事
、
宗
像
大
社
前
宮
司
・
大
８
）、
副
斎
主
に
磯
部
明（
松
尾

大
社
禰
宜
・
大
13
）、ま
た
、齋
藤
昌
通（
大
野
原
神
社
宮
司
・

神
専
８
）、
鈴
木
烈（
皇
學
館
大
学
神
職
養
成
部
主
事
、
松
尾

大
社
権
禰
宜
・
神
専
27
）、
馬
淵
貴
裕（
愛
宕
神
社
権
禰
宜
・

神
専
33
）の
祭
員
の
も
と
斎
行
さ
れ
、祭
詞
奏
上
で
は
、佐
古

前
理
事
長
の
長
年
に
わ
た
る
御
功
績
等
が
奏
上
さ
れ
た
。

　
追
悼
の
辞
で
は
衆
議
院
議
員
伊
吹
文
明
様
、
神
宮
大
宮
司

ご
代
理
の
亀
田
幸
弘
少
宮
司
様
、
神
社
本
庁
総
長
田
中
恆
清

様
が
在
り
し
日
の
佐
古
前
理
事
長
と
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
、
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
軽
妙
な
語
り
口
と
温
和
な

笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
故
人
を
追
悼
し
た
。ま
た
、小
串
和
夫

理
事
長
、生
嶌
經
和
松
尾
大
社
宮
司
、遺
族
を
代
表
し
て
故
人

ご
長
男
の
佐
古
英
崇
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
参
列
者
が
玉

串
を
捧
げ
一
年
祭
並
び
に
偲
ぶ
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
一
年
祭
並

び
に
偲
ぶ
会
の
当
日
は
低
気
圧
や
前
線
の
影
響
で
春
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
る
中
、
ご
親
族
、
神
社
界
、
企
業
関
係
者
、
氏
子

崇
敬
者
な
ど
４
５
０
人
近
い
参
列
者
が
故
人
を
偲
ん
で
会
場

へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　
報
告
会
で
は
河
野
訓
学
長
の
挨

拶
に
続
き
、
齋
藤
平
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
長
よ
り
活
動
の
成
果
が
発

表
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
は
年
々
数

が
増
え
て
お
り
、令
和
２
年
度
は
31

と
、
平
成
27
年
の
７
か
ら
大
幅
増
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、

参
加
学
生
も
50
名
か

ら
２
５
９
名
と
、
お

よ
そ
５
倍
に
な
っ
た

令和 3 年度 ※26・27・28が新規� （令和 3年 4月現在）

１ あばばい 　伊勢志摩国立公園 学生部会　
２ みんなの声を聞くには？プロジェクト
３ 伊勢おはらい町 防災プロジェクト
４ 皇學館みらい対話団
５ 新聞カフェ
６ 着ぐるみ（伊勢まいりん）を使用した伊勢市観光事業のPR活動
７ 防災のための大湊地域資源発掘プロジェクト
８ 「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
９ 伊勢まちづくりゼミ

10 The Histories of Ise 行政文化資源の活用
11 TMKミライデザインプロジェクト（玉城町明るい未来推進プロジェクト）
12 だんだんお花畑プロジェクト in 玉城町
13 度会カフェリョクプロジェクト
14 南伊勢地域連携日本酒プロジェクト
15 産学官連携日本酒プロジェクト
16 ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト
17 農業の魅力発見!南紀みかん援農隊プロジェクト
18 ハピふるプロジェクト
19 えりはらのぱんやさん
20 若者への「スマホでみえ得キャンペーン」利用促進プロジェクト
21 竈方集落（限界集落）デザインプロジェクト
22 若者の投票率UP ! プロジェクト
23 JAF地方創生プロジェクト
24 いせ移住PR支援プロジェクト
25 宇治山田駅前賑わい創出事業
26 児童・生徒とともに学び成長するプロジェクト

27 夫婦岩表参道活性化による二見地区の町興し
　リアル謎解きゲームを通して　

28 鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう!

令和 ３年度 CLL活動
新規 3活動含む�28活動が始動

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。そ
の
後
、左

表
の
７
活
動
が
５
分
の
持
ち
時
間
を

使
っ
て
１
年
間
の
取
組
み
を
発
表
。

最
も
共
感
を
得
た
活
動
に
贈
ら
れ
る

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は
「
農
業
の
魅

力
発
見
!
南
紀
み
か
ん
援
農
隊
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
受
賞
し
た
。

　
今
回
、
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン・会
場
参
加
の
併
用（
ハ

イ
フ
レ
ッ
ク
ス
開
催
）
と

な
っ
た
が
、
会
場
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
遠
方
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
今
後

の
報
告
会
の
新
し
い
形
を

発
見
す
る
機
会
に
も
な
っ

た
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
は
来
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
。

今
後
の
地
域
課
題
に
向
け

た
学
生
の
頑
張
り
に
期
待

し
た
い
。

多くの人に愛され慕われた故人を偲び、しめやかに営まれた一年祭・偲ぶ会

学生目線での活動モデルを提案した
「南紀みかん援農隊プロジェクト」

初のオンライン・会場参加併用開催となった報告会

会
場
で
発
表
し
た
7
活
動

❶ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト
❷ 度会カフェリョクプロジェクト
❸ TMKミライデザインプロジェクト
❹「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
❺ 農業の魅力発見 ! 　� オーディエンス賞受賞  

南紀みかん援農隊プロジェクト
❻ 若者の投票率UP ! プロジェクト
❼ 宇治山田駅前賑わい創出事業

4皇 學 館 学 園 報（全学一体 第167号 合併号）令和 3年 3月31日� K-らいふ●　
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